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  束縛 (2001.8)


  
    　暑い！まだ７月だと言うのに、この暑さはなんだ？山奥で、下界よりは幾分涼しいはずのこの祠堂でも、３０℃を越える真夏日である。

    　オレこと崎義一は、日曜日の朝遅くかったるい体をおして、朝食を食べていた。

    　しかし、この苛々した気持ちはただ暑さのせいだけではない。

    　今日で３週間、託生と話すことはおろか、触ることも出来なかったのだ。

    　今ではストイックの権化とまで言われているオレだが、中身は全然変わっていない。いつでも託生に触れていたい、健全なる青少年なのだ。

    長期休暇でもないのに、こんなにも会っていないと、欲求不満になるなと言う方が無理な話である。

    「ギイ先輩、おっはようございまーっす」

    　能天気な声に顔を上げると、暑さには滅法強いだろう真行寺が、トレイを手に向かいの席に座った。

    「………おはよう」

    　ポーカーフェイスのまま答えると、

    「ど、どうしたんスか？なんか怒りのオーラがただよってますけど」

    ………顎を幾分引いて、上目遣いに伺った。

    「いや別に。お前は元気そうだな」

    「そうなんスよ。朝から葉山サンに会って、一緒にご飯食う約束できちゃいましたからね」

    　　ニパッと笑い、両手を膝の上に揃えた。

    「託生と？」

    「アラタさん呼びに行ったら、本人はもう居なかったんですけど、葉山サン起きたとこだったんで、一緒に食べましょうって誘ってきたんです。あ、もう来ると思います」

    　当然のように２７０号室に出入りする真行寺に、恨めしさを感じながら、こいつもたまには使える奴だとほくそえんだ。

    　急に学食内がざわめきだした。

    「あ、葉っ山サ～ン、こっちこ………えぇ！？」

    　真行寺の声に何事だろうと振り返ったオレの目に飛び込んできたのは………。

    　振り向いたまま得意のポーカーフェイスも、一瞬崩れた。ゴクリと喉が鳴る。

    　おい、それは反則だろう？確かに今日は暑い。くしくも、オレも同じような格好をしている。が、お前それはないんじゃないか？これ以上オレのライバルを増やす気かよ、託生！？

    　オレの心中を知らない託生は、オレと真行寺を確認すると、あどけない微笑を浮かべて

    「おはよう、ギイ」

    　オレの隣にストンと腰を下ろした。

    　我に帰り、ポーカーフェイスを被りなおしたオレは、

    「おはよう」

    　形式的に挨拶をする。

    「葉山サ～ン。なんていう格好してるんスかぁ？危ない！危なすぎますぅ！」

    　向かいの席で真行寺が情けない顔をして、指摘する。

    「え、何か変？」

    　鈍感このうえない託生は、しげしげと自分の格好を見直した。

    「ダメです！そんなタンクトップなんて着ちゃダメですよ～」

    　その通りだ。そんなに肌を露にして、他の奴に見せるんじゃない！

    　浮き出た鎖骨も、白くほっそりとした首も、胸元が見えそうな………う………ヤバイ。

    「どうして？皆似たような格好してるのに。それに今日は特別暑いと思うんだけど」

    　どこまでもマイペースな託生は、「いただきます」と話を勝手に切り上げ、箸を取った。

    「ギイ先輩も、何か言って下さいよぉ」

    　恨めしげに真行寺がオレに話を振るが、それどころではない。マイッタな。このままじゃ、立てないぞ。

    「何を朝から騒いでるんだ？」

    　うるさいぞ真行寺、と章三が真行寺の横に座った。

    「おや、めずらしいな葉山。さすがに今日は暑いからな」

    「そうなんですよ。危ないったらありゃしない」

    　真行寺の言葉にふと周りを見回し、「なるほど」と頷くと、

    「あ、三洲も同じような格好してたな」

    　と呟いた。

    「えぇ！アラタさん、どこ居てるんスか！？」

    「生徒会室」

    　それはヤバイ、と真行寺がものすごい勢いで食い始め、

    「葉山サン、俺ちょっと行ってきます」

    　バタバタと出て行った。

    　章三は何もなかったかのように味噌汁を飲み、ようやく落ち着いたオレは、食事を再開した。

    「ギイ、このあと何か用事は入ってるのか？」

    　章三が何気に聞いてきた。が、目が笑ってるぞお前。

    「いや、今日の予定は何もない」

    　あることはあるのだが、章三のことだ。すでにオレの考えていることはわかっているらしい。

    「じゃ食べ終わったら、このあいだ言ってたあれ持って行くから、待っててくれ」

    「あぁ、サンキュ章三」

    　ニヤリと笑って答えると、

    「葉山も来るか？」

    　案の定、託生を誘った。

    　託生はえっ？と困ったような嬉しそうな表情をして、

    「うん」

    　小さく頷いた。

    　かわいい、かわいすぎるぞ、託生！

    「缶コーヒー用意して待ってるからな。早めに来いよ」

    　オレはトレイを持って立ち上がった。

    

    　

    「あれ、部屋に寄っていかなくていいの？」

    　ぼくは章三のあとを付いて、階段を上っていく。

    「もう、持ってるからいいんだよ」

    　章三はのんびりととした口調で言った。

    　ギイの０番。何週間ぶりだろう。

    　夏休み前の為、０番には引っ切り無しに１年生が訪ねていて、近づくことなんてとてもじゃないけど、出来ない状態だった。

    　そんなこんなで、遠くから見るだけしか出来なかったぼくは、突然訪れた幸運に胸を躍らせた。

    　０番の前につくと、

    「ギイ、持ってきたぞ」

    　章三は返事を待たずにドアを開けて、ポンとぼくの背中を押した。

    「へ？」

    　そのままギイの腕が抱きとめる。

    「ということで、お礼のコーヒーは貰っていくな」

    「ご苦労だったな、章三」

    　このあいだのあれって、ぼくのこと？

    　章三はローテーブルに置かれた缶コーヒーを持って、ついでに『外出中』のプレートを手に出て行った。すかざずギイが鍵を閉める。

    「あの………」

    　困惑気味にギイを見上げると、メガネを外した素顔で嬉しそうに覗き込んだ。

    「託生………」

    　ギイの顔が近づいて、ぼくはゆっくりと瞳を閉じる。額に、瞼に、頬に、キスが流れて、口唇に………。

    「痛い、ギイ！」

    　ギイは鎖骨の上に思いっきり吸い付いた！くっきり残るキスマーク。

    「何するんだよ！？こんなんじゃ、部屋に帰れないじゃないか！」

    　してやったり、ニヤリと笑うギイ。

    「託生がこんな格好してるからだろ？」

    　言いながら、今度は口唇に噛み付くようなキスを落とす。

    　情熱的なキス。ギイがぼくを探り当てて絡み合う。逃げて追いかけて、吐息までも貪るような口付けに立ってられなくなったぼくは、ギイの背中にしがみ付いた。

    「はぁ………」

    　やっと解放されて溜息を吐く。そんなぼくに満足の微笑を浮かべ、ギイはぼくを抱き上げた。

    

    　

    「ふっ………ん………」

    　窓もカーテンも締め切った部屋に熱い吐息が満ちている。

    　もう何度も愛し合ったのに、まだまだ足りない。もっとギイを感じていたい。

    　狂おしく腰を進めるギイの髪に指を絡め、キスを強請る。そんなぼくに煽られて、ギイは口付けたまま、ぼくを抱き起こした。

    「託生………愛してる」

    　囁きと共に乳首を甘噛みされ、がくりと首が後ろに倒れた。ギイは仰け反った首筋に舌を這わせ、深く吸い付いた。

    「あっ………ん………ギイ……ギ……」

    「託生………」

    「も………う……ダメ………」

    　解放を強請るぼくに甘い溜息を吐き、いっそう深く腰を沈めたギイの肩口に額を押し付け、ぼくは自ら上り詰めた。

    　

    

    「託生………大丈夫か、託生？」

    「ん………」

    　うっすらと目を開けると、心配そうなギイの顔。

    「久しぶりだったから手加減出来なくて、ごめんな」

    　汗で濡れた前髪をかき上げ、額に口付ける。

    「大丈夫だよ、ギイ」

    　ふわりと笑うと、ギイは安心したようにぼくを抱き締めた。

    「ギイ、今何時？」

    「ん～、３時５０分だ」

    「えぇ！？」

    　０番に来たのが１０時頃だったから、かれこれ６時間も二人でベッドに居たわけ？

    「帰らなきゃ！」

    「もうちょっと、いいじゃんか」

    「ダメだよ。そろそろ下山組が戻ってくるだろ？」

    　見られたら元の木阿弥だよ、諌めると盛大な溜息を吐いて、ギイはぼくごと起き上がった。

    　そのまま肩を抱き寄せて、

    「シャワーくらいはいいだろ？」

    　髪に口付けた。

    

    　

    「ちょっとギイ！これ、一体何だよ！？」

    「キスマーク」

    「って、こんなんじゃ、ほんと部屋に戻れないじゃないか！」

    　服を着る段階になって、改めて自分の体を見ると、いつも以上に派手に散らばる赤い印。

    「体育の時、困るんだからね！」

    「託生が悪いんだ」

    「なんで、ぼくが悪いんだよ！」

    　憮然としたギイに、噛み付いた。

    「託生がタンクトップなんて、着るからだろ？」

    「今日は暑かったって言ったじゃないか。それに、ギイだって同じだろ？」

    「オレは良くても、託生はダメ」

    「めちゃくちゃだよ！」

    　睨み付けるとギイはプイッと横を向いた。

    「他の奴に託生の肌を見られるなんて、許せない。だから、託生はタンクトップ禁止！」

    「横暴だよ、ギイ」

    「横暴でもいい………頼む、オレの我侭だって言うのはわかってるんだが、見せたくないんだ」

    　眉をひそめて伺いを立てるような素振りがかわいくて、ついクスリと噴出してしまった。

    「こいつ！人がせっかく真剣に話してるのに、笑うとは不届き者め」

    　とたん、抱き寄せられてギイが脇をこそばした。

    「くすぐったい！やめて！………ごめん！………許して！」

    　あまりのこそばさに、涙を浮かべて哀願する。

    「じゃあ、もう着ないな？」

    「わかった！もう、着ないから、お願い！」

    「よーし」

    　やっと解放されて、ぐったりとベッドに腰掛けた。

    　満足そうなギイの顔。またしても、やられた。

    「その代わり、シャツ貸してね」

    　ぼくは、椅子に掛けっぱなしのギイのシャツに手を伸ばした。

    

    　

    　やっとの思いで２７０号室にたどりついたぼくは、そのままベッドに転がり込んだ。

    　さすがに６時間はきついよ。

    　脱力モードでへたっていると、カチャとノブが回り三洲が帰ってきた。

    「おや、葉山。それ、崎のシャツじゃないのか？」

    「そういう三洲君だって」

    　確か、真行寺君のシャツだよね？と、言うことは………。

    「そうか。やっぱり崎は真行寺と同レベルだったわけだ」

    　悠然と微笑み、シャワー浴びてくる、とバスルームに消えた。

    　バスルームのドアを見ながら、クスリと笑いが零れる。

    　ヤキモチ焼きで変なところに心配性で、子供みたいに独占欲の強いギイ。

    　そんなに愛されて、ぼくはしあわせだよ。

    　だから、もう少しこのシャツ束縛させてよね。

    　ギイの残り香を胸一杯に吸い込んで、ぼくは瞳を閉じた。

    　

    　

    　

    妄想大爆発！タンクトップをきた男の子を見て、浮かんだと言う問題作です（爆）

    あぁぁぁ、ここまでおばちゃん化してしまったかと、複雑な気分になってしまいました。

    でも託生くんのタンクトップ姿って、色っぽいだろうなぁ………。

    （２００２．９．４）
  


  Tonight (2001.9)


  
    　只今夜の6時半。ぼくこと葉山託生は、学食で一人夕食を取っていた。

    「葉山君、ちょっといいかな？」

    　頭上から降ってきた声に顔を上げると、二階階段長でありブラスバンド部の部長、野沢政貴。

    「うん、いいけど」

    　政貴は食べ終わったトレイを、隣の席に置き腰を下ろした。

    「葉山君、このあと何か予定入ってる？」

    「ううん、別に何も入ってないよ」

    　いつもの事だけど………。心の中で付け加える。

    「手伝って欲しい事があるんだけど、頼めるかな？」

    「ぼくに出来る事なら」

    「いや、葉山君しか出来ないんだ。とりあえず食べ終わったら、俺の部屋に来て欲しいんだけど」

    「わかった、野沢君の部屋に行けばいいんだね」

    　政貴は、ほっとしたような表情をして、じゃあ、あとでと、トレイを手に席を立った。

    

    　

    　夕食後２００号室を訪ねたぼくは、机の上に置かれた楽譜の束に目をやった。

    「もしかして、ブラバンのスコア？」

    「そうなんだよ。文化祭用なんだけど、夏休みが始まる前に部員に渡したいんだ。パート長にやってもらえばいいんだけど、楽譜は読めても書けない人間ばっかりで、かと言って俺一人だと時間が足りなくて困ってるんだよ。写譜手伝ってもらえるかな？」

    「いいよ。そのまま写せばいいんだろ？」

    　三歳からバイオリンを習っていたぼくには、楽譜を写す位、朝飯前だ。

    「それがね、ちょっと違うんだ」

    　眉を寄せて声を潜める様に、ぼくの声も思わず小さくなる。

    「何？」

    「葉山君は、ドレミファソラシドの、ドイツ語読み知ってるよね」

    「あの、ＣＤＥＦＧＡＨＣ（ツェー、デー、エー、エフ、ゲー、アー、ハー、ツェー）って奴だね」

    「そう。例えばトロンボーンはＣ管（ツェー管）と呼ばれてて、楽譜上のドはピアノのC、ドと同じ音なんだ」

    「うん」

    「ところが、ホルンはＦ管（エフ管）だから、楽譜上のドは、ピアノではＦ、つまりファの音と一緒なんだよ」

    「あぁ！」

    「同じように、トランペットはB♭管（ベー管）だから、ピアノのシフラット。アルトサックスはE♭管（エス管）だから、ピアノのミフラットが、それぞれのドになるんだよ」

    　絶対音感を持つぼくだけど、だからこそピアノのドの音が、ドではないですよ、って言われたら、こんがらがってしまう。

    「管楽器って、ややこしいんだね」

    「そうなんだよ。だから写譜をするためには………」

    「移調しないといけないんだ」

    　これは、やっかいなことになったぞ。全楽器の写譜、今日中に終わるのだろうか………。

    　とにかく、書くのみ。

    　ぼくと政貴は、木管楽器、金管楽器とそれぞれ分けて黙々と五線紙に向かった。

    

    　

    「そろそろかな」

    　政貴の声に顔を上げると、時計は９時５分前を指していた。

    「葉山君、ちょっと休憩しないかい？コーヒーでも買ってくるよ」

    　言うなり政貴は財布を手に、ぼくの返事を待たずに部屋を出て行った。

    「さすがに、疲れたなぁ」

    　伸びをして首を左右に倒すと、コキッコキッと音が鳴る。

    「こんなに机に向かう事って、ないもんね」

    　いや、それはそれで問題なのだが………。一応受験生なんだし。

    　コンコン。

    「あれ、お客さん？」

    　野沢君はいないし、ぼくが出るしかないよね。

    　ぼくは、ドアを開けながら、

    「今、野沢君、留守なん………」

    　ですけど、と続くはずの台詞が途絶えてしまった。

    「託生………？」

    　目の前にギイ。呆然と見上げるぼくの背後を素早く見やると、ギイはぼくごと部屋の中に入り、ドアを閉めきつく抱き締めた。

    「政貴は？」

    「今、コーヒーを買いに行った」

    　義務的に応えながら、でも突然のギイの登場にまだ理解できないでいる。夢の中の出来事のようで、ただ懐かしい甘い香りだけがこれが現実だと、ぼくに教えてくれていた。

    「じゃ、二人きりってわけだ」

    「でも、野沢君が戻ってくるかも………」

    「大丈夫。当分戻ってこないよ」

    「でも………」

    　ギイの口唇で台詞は途切れてしまった。確かめるような軽いキス。一度離して見詰めあい、どちらともなくまた口唇が合わさる。

    　ギイ………逢いたかった………。

    　心の中の呟きが聞こえたように、ギイはさらにキスを深いものに変化させていく。

    　情熱的なキスに翻弄されたぼくは、振り落とされないように、腕を廻してしがみついた。

    「ところで託生は何してたんだ？」

    　ひとしきりのキスのあと、ぼくを抱き締めたまま思い出したようにギイは問い掛けた。

    「野沢君にブラバンの楽譜の写譜を頼まれて、手伝ってたんだ」

    「ふーん」

    　ギイは机の上の五線紙を見ると、納得したように頷き机に近づいた。

    「文化祭用か。今度は何をするんだ？」

    　ぼくを椅子に座らせて、背中から包み込むように抱き締める。耳にギイの吐息がかかって、くすぐったさに身をよじった。

    「うん、『ウエストサイド物語』のメドレーで、『America』『Tonight』『Mambo』の三曲だよ」

    「へぇ、楽しそうだな」

    「そうだね。野沢君ってすごいよね。作曲も編曲もこなしちゃうなんて」

    　それに、ギイと同じ階段長。忙しい筈の彼がいつ書いてるんだろうと、不思議に思ってしまう。

    　ふいに、ギイが流暢な英語で囁いた。

    　

    Only you　

    You're the only thing I'll see forever　

    In my eyes, In my words and in everything I do　

    Nothing else but you Ever!　

    And there's nothing for me but Takumi　

    Every sight that I see is Takumi.　

    　

    「今の何？」

    　全然聞き取れない。自慢ではないが、ぼくは英語が苦手なのだ。わかったのはTakumiだけ。

    「『Tonight』の歌詞」

    「『Tonight』にTakumiなんて出てこないよ」

    「まぁまぁ」

    「どういう意味なのさ？」

    　ぼくを覗き込むギイの目が、悪戯っ子のように笑っている。何を言ったのか、これはぜひとも訊かなければ。

    「訊きたい？」

    「うん、訊きたい」

    　ギイは頬に口唇を寄せて囁いた。

    「今夜、オレの部屋で教えてやるよ」

    　ぼくの顔が赤く染まった時、部屋にノックの音が響いた。

    　ポーカーフェイスのギイは、何事もなかったかのようにドアを開け、政貴と挨拶をしている。

    ………こんな時に卑怯じゃないか、ギイ。赤面が治らないよ。

    

    　

    消灯を過ぎた０番のベッドの上。熱に犯されたように、互いの名前を呼び一つになる。

    「愛してる、託生」

    「ギ………あ……ぼく………も」

    　熱を帯びた囁きに、ぼくの体が熱く溶けていく。触れ合っている箇所から、ギイだけが鮮明になっていく。求めて求められて、もっと深くもっと高く………。

    「も………ギイ………」

    ギイは妖しく腰を進めながら、ぼくの耳元で囁いた。

    　

    　お前だけ………

    　オレに見えるのは永遠にお前だけだ

    　この瞳に、この言葉に、オレの全てに………

    　お前だけだ、他には何もいらない！

    　………タクミだけ

    　俺の瞳に映るのはタクミだけ………

    　

    「託生………愛してる………」

    　ギイの囁きを最後に、二人同時に上り詰めた行き先には漆黒の闇。

    　今宵、瞳に映るのはギイだけ………。

    　他には何もいらない………。

    　

    　

    　

    久しぶりに「ウエストサイドストーリー」の曲を聴いて、浮かんだ話です。

    野沢君が書いているメドレーは、実際ブラスバンド用に市販されています。

    （⇒YouTube　同じ楽譜の動画です）

    はい。昔私も民間の鼓笛隊で弾きました（トロンボーン）

    また、そこで編曲担当していたので、野沢君の苦しみ（笑）は、重々承知しております。

    あの時、託生くんみたいな人がいたら、楽だったのになぁ………。

    （２００２．９．４）
  


  FILE (2001.9)


  
    　夏休みが始まって二週間。オレは毎朝託生の家に、国際電話を入れていた。

    　日本時間で午後十一時というところであろう。

    「そろそろ寝ないと、明日起きれないだろ？」

    "うん、そうだね"

    「じゃ、オレの夢でも見て、ゆっくり休めよ」

    "うん"

    「愛してるよ、託生」

    　受話器越しに、軽いキスを送る。

    "うん、ぼくも………愛してる"

    「じゃな、おやすみ」

    "うん、おやすみなさい"

    　託生が受話器を置くのを確認して、ラインを切る。

    　託生はこの頃、ためらいなく受話器を置くようになった。オレが心配するのがわかっているからだ。でも、それはそれで、少し寂しい気分になる複雑な男心。

    　仕方ないよな。託生を愛してるのだから。

    「しかし、託生の声で一日が始まるのは、気分がいいよな」

    　オレはメールチェックをする為に、パソコンの電源を入れた。程なくアウトルックがＵＰされ、何通かのメールが届く。

    「あれ？」

    　見覚えのある、アドレス。確かこれは………。

    『いい物を見つけたので、送ってやるよ。　　　三洲』

    　やはりな。………しかし。一体何を送ってきたと言うんだ。

    　興味津々、添付ファイルを開ける。そこには………。

    「………………何考えてるんだ、奴は？」

    　デスクトップ一面に広がる、男のヌード。それも、裏ときた。

    「………ったく。オレはゲイじゃないんだぞ！」

    　口では文句を言いながら、しかし目の前の画像から目が離せない。なぜなら………。

    「………託生に似てるよな………」

    　そうなのだ。雰囲気が託生に瓜二つなのだ。溜まりに溜まりまくってるオレには、生唾物の一品だった。

    「託生の方がもっと色っぽくて可愛いくて、肩がもう少し撫でやかで………」

    　オレはじっと画像を見詰めると、もう一度受話器を取った。リダイヤルを押し、ラインが繋がるのを待つ。コール五回。

    "はい、葉山です"

    「あ、託生？」

    "………ギイ？"

    「すまん。寝てたか？」

    "ううん。まだ起きてたけど、どうしたんだい？"

    「今度、写真撮らせてくれ！」

    "………は？"

    　勢い込んで言うオレに、託生は拍子抜けしたような声で応えた。

    「だから！今度写真撮らせてくれって言ってるんだよ」

    "急にそんな事言われても………"

    「ダメなのか？」

    "いや、別にそういうわけじゃなくて"

    「じゃ、いいよな？」

    "いいけど………ぼくも欲しいなって思って………"

    「何が？」

    "ギイの写真"

    「オレの？」

    "うん。だって文化祭の写真と集合写真しかないから、あの………"

    なるほど。交換条件には使えるよな。

    「いいぜ、幾らでも撮ってくれ」

    "え、ほんとに？"

    「あぁ、オレの写真、託生にやるから、写真撮らせてくれよ、な？」

    "うん。いいよ"

    　ヤリッ！オレは心の内で、両手を挙げて叫んだ。

    「じゃあ、今度デートする時にな」

    "わかった"

    「じゃ、今度こそおやすみ」

    "うん。おやすみなさい"

    　受話器を置いて、ニヤリと笑う。

    　オレは、どんな………とまでは言ってないからな。一筋縄では行かないだろうが、男に二言はないもんな、託生？

    「そうそう、これはその時までの代用品と言う事で」

    　もう一度パソコンに向かい、画像を隠しファイルに保存する。

    　そうだ。ノートにもあとで送っておく事にしよう。世界中どこでも見れるもんな。

    　もう、オレの頭の中は、託生のヌードで一杯だった。

    　あぁ、もうそろそろ島岡が来る時間だ。今日は、途中でデジカメ買いに寄ってもらう事にしよう。

    「おっと、忘れ物」

    　オレは終了しようとして、手を止めた。

    　三洲への返信。

    『Thank you』

    　しかし、あいつどこでこの写真手に入れたんだ？やはり三洲は謎に包まれた男だ。

    　パソコンを終了させて、スーツの上着を取る。

    　どう託生を説き伏せようか。オレは楽しい算段に頬を緩め、部屋のドアを開けた。
  


  

  After FILE(2001.9)*Night*


  
    【注意】「FILE」の続きで、かれこれ10年以上前に書いた物です。

    

    

    

    　どうして、こんな事になってしまったのか。

    　瞳を閉じても感じるギイの舐めるような視線に、ぼくの体は熱く疼きが駆け抜けていく。

    　こんな痴態を曝け出してしまうなんて、ぼくはどうかしてしまっている。

    　でも、もう止まらない。

    　落ちていく自分を止める事が出来ない。

    　ギイ………。

    

    

    　今日の午後、外出先から家に帰ると、門の前に見慣れない車が停まっていた。

    「お客さんかな？」

    　挨拶だけしてさっさと部屋に戻ってしまおう、などと算段をしながら、

    「ただいま」

    　玄関のドアを開けた。

    「あら、お帰りなさい」

    「よっ、お帰り」

    　母親の声に続き、麗しのレインボーヴォイスが、響いた。

    「え……ギ………ギイ？！」

    　終業式の日、成田で別れ、NYにいる筈のギイが、満面の笑顔で手を振っている。

    　母親の手前、ギイの胸に飛び込みたい欲求を押さえ、

    「いつ日本に帰ってきたんだい？」

    　努めて平静に言葉を選ぶ。

    　けれど顔を見ることの出来なかったこの何日間寂しくて寂しくて、気を付けても自然に顔が緩んでいくのを止められない。

    　そんな僕の言葉には応えず、

    「託生、これから別荘に行くから、荷物用意してこいよ」

    　突拍子のない事を言った。

    「へ？」

    「崎さんに誘ってもらえるなんて、よかったわね。早く用意してらっしゃい」

    　手間が省けるように、根回ししていたのだろう。母親にまで急かされて、１０分後には、車の中。

    　そうして、ぼくは突然現れたギイに、拉致されてしまったのだ。

    

    

    　途中で夕食を取り、別荘に着いたのは日が暮れてからの事。夏休みが始まって以来会うことが叶わず、考えている事は無言でも通じ合ったぼくたちは、寝室のドアを開ける。

    　その時、ぼくは重大な事を思い出してしまった。

    「ごめん、ギイ。ぼく慌てて用意したから、誕生日のプレゼント家に忘れちゃった」

    「えぇ？！オレ、すっごく楽しみにしてたのになぁ」

    　あからさまに落胆したギイに、慌ててもう一度頭を下げる。

    「ほんと、ごめんね、ギイ。帰ったら、すぐプレゼント渡すから」

    「いやだ」

    「え？」

    「オレの誕生日、今日だもん」

    　ぷーっと頬を膨らませ、子供のようなギイに噴出してしまう。これがクールビューティと評されているギイだろうか。笑いが止まらない。

    「ごめんってば」

    「笑いながら謝られても、真実味がないぞ」

    　じろりと睨み、けれど落胆した様子はありありで、

    「じゃあ、何かぼくに今できることはない？何でもするよ」

    　つい、口走ってしまった。

    　とたん拗ねていた瞳は、悪戯っ子の瞳に取って代わり、にやりと口元を歪ます。

    「何でもするんだな？」

    　やられた！そう思っても、後の祭り。何度やられても、学習能力のないぼく。ここまで来たら、天然記念物ものだ。

    「う……うん。ぼくに出来ることだったらね」

    「じゃ、写真撮らせてくれ」

    　何を言われるんだろうと、とっさに身構えたぼくに、ギイはあっさりと希望の品（？）を口にした。

    「写真って、電話で言ってた？」

    「そう」

    「いいよ。じゃ、撮って。立った方がいい？」

    　な～んだ。そんな事だったのか。気恥ずかしい感じはするけど、そのくらいならどうってことないと、ぼくが立ち上がると、

    「そのままじゃない」

    　と、ギイが言った。

    「託生、服脱いで」

    「えぇ？！」

    「オレ、どんな写真を撮るかとは、言ってなかったよな、託生？」

    「ま……まさか………ギイ」

    「託生のヌード写真が欲しい」

    「や……やだよ！！！」

    「お前、写真撮らせてくれるっていったよな？」

    「言ったけど………でもでも、まさかヌードとは思わなかったから」

    「それに、今、何でもするって言ったよな」

    「…………」

    　言ったけど、そんな恥かしいこと、絶対できやしない。カメラの前で裸を見せるなんて………それを、ギイが持っているなんて………絶対できない。

    「託生？」

    「………出来ないよ」

    　俯いたままぽつりと呟くぼくに、ギイは大きな溜息を吐く。

    「約束だったのになぁ」

    「ごめん……あの………それ以外のことだったら………するから」

    「今度は、絶対だな？」

    「う………うん」

    「何を言っても、いやだと言わないな？」

    「うん」

    　一呼吸して、ギイはコホンと咳払いをした。

    「目一杯妥協して………託生が一人でエッチしているところが見たい」

    　今度こそ、ぼくは気が遠くなった。

    「なななな…………」

    「今度こそしてくれるんだろうな？」

    　じろりと凄みを利かせ、ぼくを睨む。

    「そ………そんなの見たって、たたたたたのしくないよ！」

    「託生は楽しくなくても、オレは楽しいんだ。やってくれるよな」

    「本気なの？」

    「オレは、いつだって本気だよ」

    「しなくちゃ、ダメ？」

    「ダメ」

    　真剣なギイの瞳をおずおずと見返す。許してもらえそうにない雰囲気に、ぼくは立って、シャツのボタンに手を掛けた。見詰めているギイの瞳が恥かしくて、視線を合わせないように、シャツを脱ぎ去る。

    　ズボンのベルトを外そうとして、許しを請うようにギイを見ると、優しい瞳をしたギイは、首を横に振った。

    

    

    「託生のいつもの姿勢でいいよ。座ったまま、それとも、ベッドに横になるのか？」

    「あ………の………壁に寄りかかって…………」

    「うん、じゃ、枕置いてやるよ」

    　ギイは言いながらベッドの壁際に枕を置き、ぼくの腕を引き座らせた。

    「ギイ………」

    「見せてくれよ、託生」

    　ギイの熱い目が、ぼくを翻弄させていく。裸体を曝け出すだけでも、顔から火が吹き出すくらい恥かしいのに、こんな一番見られたくない姿をギイの前に出すなんて。

    　けれども理性とは裏腹に、見られているだけでぼくの中心が熱く疼いてくる。

    「ほら、託生」

    　ギイに促されて、ぼくは自分自身を手で包み込んだ。とたん、甘い刺激が背筋を駆け抜ける。

    「あぁ……ん………」

    　ギイの喉がごくりと鳴った。

    　瞳を閉じていてもわかる、ギイの熱い視線。

    　ぼくは今どんな顔をしているのだろうか。ギイが触れているわけでもないのに、鳥肌が立つくらい全身でギイを感じていた。

    「ん………ギイ………ギ……イ………」

    「綺麗だよ………託生」

    　じっとぼくを見ているギイに、薄く瞳を開いて懇願する。

    「ギイ………も………ぅ………ゆるし………て…………」

    「ダメだ。託生、もっと脚を広げて………」

    　少し上ずったギイの声に何故か逆らえず、素直に脚を広げていく。

    　イの瞳には、何もかも露になったぼくが映っているはず。ギイが欲しくて堪らずに、ひくついている秘所も、全部………。

    「は……ぁ………ギイ………ギイ…………！」

    「託生……すごいよ………」

    「ね………ギイ………キスし………て…………」

    「ダメだよ。オレは見ているだけだ」

    「お願い………おかしく………なっちゃう………」

    「おかしくなっていいから」

    「あ……ぁ………お願い………」

    　ギイはすっと立って、ぼくには指一本触れず、耳元に口を寄せた。

    「写真………撮っていいなら、キスしてあげるよ」

    「………え？」

    　朦朧とした頭では理解できず、ぼんやりギイの瞳を見詰め返す。

    「託生………写真、撮らせてくれ」

    「や………」

    「そうしたら、楽にさせてあげるよ」

    　フッと耳に息を吐きかけ、右手でぼくの乳首を掠める。

    「あぁ！」

    「いい？」

    「……い………ぃ………だから………お願い………っ！」

    　言い終わらないうちにぼくの口唇は、ギイの熱いそれに塞がれた。まるで脱水症状の患者のように、ギイの口内から流れ込む甘い蜜を、無我夢中で絡めとる。

    「ん……ギイ………もっ………と…………」

    　離れた口唇を追いかけて、ギイに縋りつくと、

    「写真撮ってからだよ」

    　チュッと軽いキスを弾ませて、いつの間にか置いてあったカメラをサイドテーブルから取り上げた。

    「あ………や………撮らないで…………！」

    　パシャ………。

    　ストロボのライトが一瞬光り、また闇に包まれた。

    「託生………」

    　満足そうなギイの声に、ぼくは羞恥で顔を上げられない。こんなこと………、こんな痴態を撮られるなんて………。

    　俯いたぼくの顎に手を掛け、

    「すごく綺麗だったよ」

    　優しくギイが囁いた。

    「ギイ………」

    　そして、ぼくの手を包み込むように右手を重ね、ぼくを高みへと連れて行く。

    「あ……ギイ………ギイ………あぁ！！」

    　頭が真っ白になる瞬間。

    　ぼくの荒い呼吸だけが、静まった部屋に響いていた。

    「託生？」

    　ポロポロと涙が溢れ出てくる。

    「ごめん、託生」

    　ギュッっと震えるぼくを抱き締め、髪にキスを落とした。

    「怒ってるか？」

    　無言で首を横に振る。

    　怒っているわけではない。こんな自分を認めたくなかったんだ。こんな恥もなにもかも忘れて、それでもギイを欲しがる傲慢な自分を認めたくなかった。

    「これ、折ってもいいよ」

    　デジカメから抜き取ったメモリーカードを、ギイが差し出した。

    「どうして撮ったの？」

    「一番綺麗な託生の写真が欲しかった。オレだけにしか見せない、最高の託生の写真をね。それに………」

    　ギイが言いにくそうに言葉を切る。

    「それに？」

    「自信が欲しかった。いつも託生淡白だろ？オレは四六時中、お前の事欲しがっててさ、３年になってから以前よりは素直に求めてくれるようになったけど、でも、本当はどうなんだろって。お前、本当の気持ち隠しちまうから」

    　だから？ぼくが恥かしがって、気持ちを抑えてたから………。

    　ぼくはメモリーカードを、ギイの手に押し付けた。

    「折らないのか？」

    「これ、誕生日のプレゼントなんだろ？だから………」

    「ありがとう」

    　頬に優しくキス。

    　素直になれなくて、ごめんね。不安にさせて、ごめんね。ぼくだって、いつもギイのこと考えているんだよ。

    　口には出せなくて、ギイの背中に廻した腕で、ぎゅっと彼を抱き締めた。

    「ところで」

    　ふいに真顔になったギイに「何？」と首を傾げると、

    「オレ、もう限界だ！！」

    　突然、押し倒されてしまった。

    「ちょっ……ちょっと、ギイ。ぼく、まだ、息が………」

    「あんな託生見せられて、これ以上我慢しろっていうのか？！うるうるの涙目で誘われて、必死で我慢したんだぞ」

    　言いながら、乱暴に自分の服を脱いでいく。

    「我慢しなくてよかったのに」

    　ぼくの言葉に一瞬動きを止め、ニッと不敵に笑うと、

    「そうか。じゃ託生がいやだと言っても、我慢しない事にしよう」

    　とんでもないことを言いながら、ぼくに口付ける。

    「いや、そういう意味じゃなくって……ん………」

    「愛してるよ、託生。最高の誕生日だ」

    「だから、違うって………」

    　さっきまでの、感傷的な雰囲気はどこへやら。

    　明け方まで寝かせてもらえなかったのは、言うまでもない。

    

    

    「FILE」の続きでした。

    (2013.9.26)

  


  remenber again (2002.1)*Night*


  
    　マンハッタンにあるギイの自宅。

    　帰国したとたん風邪をひき、ベッドで休んでいたギイの元に、恵利子の飼い猫が忍び込んできた。

    「おい、風邪が移るぞ」

    　枕元に上がってきた猫に、掠れた声で注意する。

    「ミャー」

    　言われた意味がわからず、猫は甘えた仕草でギイの頬をペロリと嘗めた。

    「しょうがないな」

    　部屋に備え付けの冷蔵庫からミルクを取り出し床に置くと、猫は音もなく駆け寄り、おいしそうに飲み始めた。

    　ぺろり、またぺろり。猫の赤い舌が見え隠れする様を、じっと見詰めているうち、知らず知らず舌嘗めずりしていたらしい。

    　ハッと気付き苦笑する。

    「託生の口唇を思い出しちまった」

    　赤く誘うような口唇。そっと触れれば閉じた瞼がかすかに震え、柔らかくオレを包み込む。あの甘い舌を捕え、きつく吸い上げると、苦しそうに眉間に皺を寄せ、よりいっそうオレを煽る。そして………キスだけでは想いが伝えきれなくて、二人快楽の海に身を投じてしまう。

    「重症だな、オレ」

    　託生との時間を思い出して、すっかり立ち上がってしまった自分自身に、もう一度ベッドに横たわり手を添えた。

    「託生………」

    　愛しい恋人の名前を呼び、切なげな表情を浮かべた託生を思い出しながら、瞳を閉じ右手をゆっくり上下にスライドさせる。

    　託生の匂い。喘ぐ声。ほっそりした首筋。赤く尖った乳首。そしてオレを熱く受け入れる禁断の蕾。

    　託生の露な姿を思い描くたび、スピードが速まっていく。背筋に快感が走り、ギイの息遣いが荒く激しいものに変化した。

    「託生………託生…………っ！！」

    　ギイの精が迸る。

    　絶頂を向かえ、心地よい疲労感に身を委ねようとした時、枕元の電話が、ふいに鳴った。

    「義一さん、御加減はいかがですか？」

    　乱れた息を整えながら、

    「島岡。たのみがある」

    「何でしょうか？」

    　一瞬間を置き、

    「ティッシュ持ってきてくれ」

    　続けたギイに、

    「仕方ないですねー。義一さんは」

    　察しのいい島岡は、苦笑を漏らし、

    「5箱程お持ちしますよ。それだけじゃ足りませんか？」

    「足りる………と思う」

    　真面目に答えたギイに笑いを堪え、

    「では、のちほど」

    　島岡は電話を切った。

    　ゆっくりと受話器を戻し、

    「足りるのかね」

    　ぼそりとつぶやいたギイは、体力あり余る青少年であった。

    　

    Fin.

    　

    　

    ここで、キーワード。

    　

    「ニューヨークの自宅」

    「絵利子の飼い猫」

    「風邪気味」

    「冷蔵庫」

    「『島岡、頼みがある』」

    「『仕方ないですねー。義一さんは』」

    　

    はい、このキーワードを使って、エロにしてみましょう（爆）

    というお話が回ってきて「じゃあ、こんなのは？」と、お遊びで書いたのが、これであったりします。

    それが『星屑の停留所』の管理人様に回り、投稿が決まったんですね。

    こんなアホ話でいいのだろうかと、当時は思ったものです。
  


  章三シェフのお菓子教室 (2002.2)


  
    「どうして僕が、こんな事をしなくちゃいけないんだ？！」

    　調理室のテーブルに苛立ちながら、それでも量は正確に計り、材料を並べていく。

    　確かに、大学の合格通知は貰っているので、他の連中に比べて優雅な時間がある。しかし、こんなのに付き合わされる義務はない。

    「全く、高林の奴」

    「僕がどうかした？」

    　ドアから高林初め、吉沢、葉山、三洲、真行寺の面々が入ってきた。

    「赤池先輩、今日は宜しくお願いしまッス！」

    　やけに元気な声の真行寺に、溜息はますます深くなる。

    「材料は並べておいたから、手を洗っておけ」

    　はぁ。どうして、こうなってしまったのだろうか………。

    

    　

    「赤池、バレンタインケーキの作り方教えてよ」

    　校舎の廊下で、待ってましたとばかりに、高林が腕を掴んだ。

    「は？」

    「だから！！今度の日曜日、バレンタインだろ？吉沢にケーキを贈りたいんだ」

    「それで？」

    「赤池に教えてくれって言ってるんだよ」

    　もしもし？僕は元風紀委員長なんだぜ？そういう連中を取り締まるのが、僕の役割なんだが、こいつはわかっているのだろうか。

    「どうせ大学受かって、時間余ってるんだろ？」

    「余ってはいるが」

    「じゃあ、教えてよ。高校最期のバレンタインくらい、豪勢な物を送りたいんだ」

    　恋する乙女よろしく顔を紅潮させて、高林は食い下がった。この調子では、はいと頷かない限り、離してはくれないだろう。

    　溜息を一つ吐き、

    「教えるのはいいが、高林、ケーキはやめとけ」

    　忠告をした。

    「どうしてだよ？」

    「あれは、結構難しいんだ。土台のスポンジが石の様に硬くなるかもしれん」

    「え～～～～～？！」

    　卵の泡立ては出来ても、小麦粉の混ぜ方は、ある程度技術がいる。第一、チョコレートをコーティングするにしても、テンパリング作業がいるし、チョコレートクリームだと、その辺りがクリームだらけになるのは、目に見えている。

    　料理もしたことがない高林に、果たしてケーキが焼けるのだろうか。………否だ。

    　どうせ教えるのなら、僕としても完璧なものを教えたい。

    「その代わり、クッキーはどうだ？」

    「クッキー？」

    「まぁ、バターを泡立たせるのに労力は使うが、型抜きクッキーだと失敗は少ないと思う」

    　これなら多少堅くなっても、食べられる範囲であろう。

    「石のケーキを吉沢に食べさせるわけにはいかないし………。そうか！ハート型のクッキーをあげればいいんだ！」

    「い………いや、ハート型とは………」

    「決めた！ハート型のクッキー教えてよ。僕のハートで吉沢を一杯にするんだ」

    　そのハート型は、誰が買ってくるんだ？嫌な予感が頭を横切る。

    「あ、葉山！」

    　僕の考えている事など知る由もない高林が、偶然通りかかった葉山と真行寺を呼び止めた。

    「高林くん。赤池君もどうしたの？」

    　珍しい組み合わせに疑問符を投げ掛け、葉山が僕と高林を見比べる。

    「葉山。一緒にハート型のクッキー作らない？赤池が教えてくれるんだって」

    「えぇ？！」

    　お………おい、一人教えるだけでも大変だと言うのに、ド素人が二人になるのか？

    「どうせ、ギイにバレンタイン送るんだろ？手作りクッキー送ったら、ギイ、感動しちゃうよ」

    「あ………いや………ぼくたちは、そんなんじゃ………」

    　突拍子もない高林の言葉に、しどろもどろに言い訳をする葉山の横から、

    「俺も作りたいッス！」

    　真行寺が、手をぶんぶん振りながら立候補した。

    「俺もアラタさんに、食べて貰いたいッス！葉山サン、一緒に作りましょうよ」

    　目の前が暗くなるとは、このことを言うのだな。

    　葉山は二人の勢いに押され渋々頷き、土曜日の午後、お菓子教室が開かれる事になった………。

    

    　

    「まずはバターを白っぽくなるまで、泡立て器で混ぜるんだ。室温に戻しておいたからな。少しはやりやすいだろう」

    　わかりやすく説明をする為、同時進行で僕もクッキーを作る。

    　エプロンをつけた高林、葉山、真行寺が、いそいそと作業に取り掛かった。

    　吉沢は、高林の横で心配そうに様子を見詰め、三洲は椅子に脚を組んで腰掛け、おもしろそうに眺めている。

    「ちょっと赤池。これ本当に室温に戻してるの？堅いじゃん」

    　早々に文句を言ってるのは、高林。

    「じゃ高林君、俺、手伝おうか？」

    「ダメ！吉沢に手伝ってもらったら、プレゼントの意味がないじゃないか」

    「あ………それじゃ、二人で作るって言うのはどうかな？えっと、俺も、面白そうだなとか思って」

    　高林の機嫌を損ねないようにフォローするあたり、吉沢も慣れてきたものだ。

    「うん。二人の気持ちが入ったクッキーだね？一緒に作ろう、吉沢」

    　人目も憚らず抱きつく高林に、ゆでだこのように真っ赤になる吉沢。これは、相変わらず慣れないと見た。

    「こんなの楽勝ッスよ」

    　その横では軽い調子で、くるくると廻す真行寺。現役剣道部の腕っ節の強さは、こんな所にも役立つもんだ。

    「毎日部活で訓練しているからな。このくらい真行寺にはどうってことないだろ」

    　後輩を思いやるような優しい口調に、びくりと真行寺の肩が動いた。

    「アラタ………さん………？」」

    「楽しみにしているよ。真行寺」

    　にっこりと微笑む三洲の笑顔に、真行寺の表情が固まり蒼白になる。

    「わ………わかりました………デス………」

    　これ以上の恐怖はないのであろう。かわいそうに………。

    　賑やかな中で、一人黙々と作業をしているのが葉山。

    　私用でNYに帰っているギイが、祠堂に戻ってくるのは月曜日。恋人同士がいちゃいちゃしている中では、さぞ辛い事だろう。

    「葉山、ボールを手前に傾けると、やりやすいぞ」

    「あ、そうなんだ」

    　素直にボールを傾けて、緊張した面持ちで泡立て器を持ち直した。

    「ねぇ、赤池君」

    「なんだ？」

    「クッキーって、どのくらいもつの？」

    「ギイが帰ってくるまでは、充分大丈夫だ。その為に、ほら」

    　僕は、蓋つきの缶と乾燥剤を渡した。

    「これに入れておけ」

    　葉山の顔が、パァっと明るくなり、

    「赤池君、ありがとう」

    　にこりと笑った。

    　これで、もう一人からも感謝してもらえるだろう。

    「次は、砂糖を3回くらいに分けて、入れていくんだ」

    　説明をしながら、作業はどんどん進んでいく。

    　高林のリクエストどおり、ハート型で繰り抜き（案の定、このハート型は、僕が買ってきた）オーブンに入れて一段落。

    「今のうちに、洗い物済ませておけよ」

    　慣れない作業にくたばっている奴らの、尻を叩く。と、そのとき、

    「お、いい匂いだな」

    　調理室のドアが開き、入ってきたのはNYにいるはずのギイと………柴田先輩？

    「赤池君、久しぶりだね」

    　にこにこと話し掛ける先輩に、

    「どうして先輩が、ここにいるんですか？」

    　呆然として、疑問を投げ掛けた。

    「麓で偶然会って、車で送ってもらったんだ」

    　先輩が口を開くより早く、ギイが応える。それに応えて、柴田先輩は同意の意味で頷いた。

    　久しぶりの先輩の登場で、それぞれが挨拶をしたり、大学生活を訊いたりと、調理室はにわか同窓会のようになってしまった。

    　オーブンに目を走らせながら、意識は知らず知らず柴田先輩に向いてしまっている。

    　ゆっくり二人で話してみたいな。ふと思った感情に、自分自身、驚いた。

    　以前のように、後輩として甘えてみたいだけだ。そう考える事で平常心を保とうと、試みた。けれども、理解できない何かに占領されていく胸の内を、言葉に出来ない。

    　不可解な感情を解読しようとした時、オーブンのチャイムが鳴った。

    「そろそろ焼きあがったようだな」

    　皆を促し、オーブンの扉を開くと、香ばしい香りが立ち上った。

    「網に乗せて、冷ましておけよ」

    　一声掛けるが………こいつら訊いてないな。顔が緩んでるぞ全く・・・・。

    　歓声の中、一人残されていた先輩に声を掛ける。

    「先輩、お一ついかがですか？」

    「貰ってもいいのかい？」

    　嬉しそうな顔をしながら、焼きたてのクッキーを口に放り込む姿は、子供のようだ。

    「美味い！赤池君にこんな特技があったとは、知らなかったよ」

    　以前と変わらぬ優しい微笑に、ふんわりと暖かな空気が流れ込んでくるような錯覚になってしまう。

    　やはり、この人の側は居心地がいいな。

    「あ、そうだ。赤池」

    　高林が、背後から声を掛けてきた。

    「クッキー教えてくれて、ありがとう。それで教え賃というか、みんなの気持ち」

    　高林が差し出したのは、封切したばかりの、映画のチケット2枚。

    「え、いいのか？」

    「赤池先輩の時間を割いて、教えてもらったんスから、受け取って下さい」

    「それじゃ、有り難く貰っておくよ」

    　バイト代ってことだよな。見に行こうと思っていたから、これはとても嬉しい。

    「ということで、オレ達はそろそろ行くか？」

    　さりげなく葉山の肩に腕を廻し、ギイが皆を促しぞろぞろと調理室から出て行った。

    　って、おい！！

    「ちょっと、待て！後片付けが残っているだろうが！！」

    　廊下に叫んでも、後の祭り。さっさと階段を降りた奴らの影は、もうそこにはなかった。

    「もう、行っちゃったのかい？」

    　がっくりと肩を落とす僕の横で、心配そうに覗き込む柴田先輩。

    　そうだ。まだ、この人がいたんだった。

    「………先輩」

    「なんだい？」

    「さっき、僕の作ったクッキー食べましたよね？」

    「あ………あぁ、美味かったよ」

    「じゃ、先輩、これ手伝ってください」

    「えぇ、俺が？！」

    　驚いた顔に噴出しながら、にこりと笑いずいっと近寄った。

    「だって先輩、僕のクッキー食べたでしょ？」

    「そ………そうだけど………」

    「今なら、残りのクッキーと、映画のチケットが付いてきますよ」

    　手の中にあるチケットを、ひらひらと目の前にかざす。

    「赤池君と二人で映画？」

    「あ、いやなら、一枚だけ差し上げましょうか？」

    　これ見よがしに、一枚抜き取ると、

    「あ………赤池君と、行きたい」

    　慌てて訂正する先輩に、笑いが漏れてしまう。いつまでたっても、素直な人だな。

    「赤池君？」

    「いえ、何でもないんです。さっさと終わらせてしまいましょう」

    先輩を促し、洗い物の山に向かう。

    「あ、先輩。今日は余り時間もありませんし、明日映画に行くと言うのはどうでしょう？」

    「別に俺は何も入ってないから、いいよ」

    「じゃぁ、車で迎えに来てくださいね。映画のあとは、先輩にお任せします」

    「お任せって………」

    「デートコース、決めておいて下さいよ」

    　言うと、柴田先輩はどぎまぎと顔を赤らめ、

    「わ………わかった。決めておくよ」

    　袖口を巻き上げた。

    　さて、明日はバレンタイン。

    　たまには柴田先輩に甘えて過ごすのも、悪くないな。

    　洗い物と悪戦苦闘している先輩の顔を見ながら、呟いた。

    　

    　

    　

    キッチン赤池さまのバレンタイン企画のお話を訊いたとき、私の中で浮かんだ方程式。

    バレンタイン＝チョコレートケーキ＝章三君（爆）

    バレンタインなんだから、エロい話を書きたかったのに（笑）どうしてもこの方程式から抜け出せず、

    「これでもいい？」とお伺いを立てて、書いたものです。

    これは………柴章なのかな？？？

    書いた本人、はっきりわかっていなかったりする（笑）

    （２００２．９．４）
  


  願い (2002.9)


  
    「ついてない！」

    　本当に今日はついてない。

    　オレ事、崎義一は温室の扉を閉め、林の遊歩道を歩いていた。

    　松本の用事が思ったよりも早く終わり、３０分空いたのだ。

    　これ幸いにと、託生が放課後通いつめている温室に走っていったのだが、

    「葉山君？今日は来てないみたいだねぇ」

    　なんとものんびりとした大橋先生の対応に、託生がいない現実と重なってどっと疲れが増してしまった。

    　章三ならどこにいるかくらいはわかるのだろうが、生憎ヤツは風紀委員会の真っ最中。

    　かといって、寮に戻ったら最後。

    　１年坊主が押しかけてくるのは必至で、そんな中に帰りたいとはこれっぽっちも思わない。

    「煙草でも吸いに行くかな」

    　途切れることなく消灯まで部屋に誰かがいる状況では、当たり前の話だが煙草に手を伸ばす事は出来ず、ヘビースモーカーのオレには結構辛いものがあるのだ。

    　ここ数日、託生に会えない事が、本数を増している原因の一つではあるが………。

    　

    　

    　遊歩道を反れ、去年よく二人で過ごした陽だまりへと向かう。

    　託生の膝枕で昼寝するの、気持ち良かったよなぁ。

    　託生不足からか、なにもかも託生との事ばかり思い出す自分に苦笑した。

    「こうなると病気かもな」

    　クスリと笑って、ぽっかりと空いた空間に足を踏み入れると………。

    え？

    　そこには愛しい恋人がバイオリンと楽譜を胸に抱きしめ、天使のような表情で眠っていた。

    「託生………」

    　足音をたてないようにゆっくりと近づき、託生の横に腰を下ろす。

    「お前、こんなところに居たのかよ」

    　小さく呟き、柔らかな黒髪をそっと撫でる。

    　それだけで、ささくれだったオレの心は満ち足りていく。託生の可愛いらしい寝顔が、疲れを一気に吹き飛ばしてしまう。

    「どんな薬よりも、効果抜群だな」

    　頬に指を滑らそうとしたとき、

    「クシュン」

    　小さくくしゃみをして、託生は自分の腕を交差させた。

    「昼はともかく、夕方は冷えるんだぞ」

    　オレは自分の上着を脱ぎ、そっと託生に着せ掛けた。

    　とたん、眠っているはずの託生がふわりと微笑む。

    　ドキリとした。

    　幸せそうな微笑と、キスを誘うような口唇とのアンバランスさに、理性が崩れ落ちそうになる。

    「重病患者だぜ、おい」

    　自嘲してもう一度手を伸ばしたとき、ピピッと時計のアラームがなった。

    　タイムアウト。

    　オレは生徒手帳のメモ欄を破り、ペンを取る。そして、小さく折りたたんで、軽く握られた託生の右手に差し込、

    「風邪ひかないうちに、早く帰れよ」

    　額に小さなキスをして、立ち上がった。

    　

    　

    『今夜、待っている』

    　

    　

    　オレの病はお前にしか治せない。今までも、そして、これからも………。

    　だから、ずっと側にいてくれ。

    　誰よりも幸せにするから………。

    　　

    　

    一度日記に書いたものの、サーバーが不調の為、消滅………。

    思わず、バタッと死んでしまいました。

    気を取り直して、もう一度。

    珍しく、プラトニックなギイです。

    （２００２．９．２７）
  


  瞳(2003.4)


  
    「寒くないか？」

    「………うん」

    　分刻みのスケジュールを縫って時間を作ってくれたギイが、ぼくの肩を抱きながら呟くように訊いた。

    「託生？」

    「………うん」

    　抱いていた肩を優しく引き寄せて、キス。

    　甘い吐息とコロンがぼくを包んで、今までの寂しさを溶かしていく。ギイの心が、ぼくと一緒だったと、柔らかな口唇が教えてくれた。

    　口数の少ないぼくに、情熱的なキスではなく、想いを伝え合う為の優しいキスを繰り返すギイ。

    　愛してる………。

    　音にならない言葉を、ぼくの中から取り出して、もっと深い想いをぼくに注いでいく。

    　ギイの瞳に映るぼくを見て、何故か涙が出てきた。

    　ギイは慌てるわけでもなく、

    「わかってるよ」

    　と、抱き締める腕に力を込めた。

    　ギイの瞳には、ぼく。

    　ぼくの瞳には、ギイ。

    　いつでも映っていたくて、映していたくて………。

    　時計のアラームが鳴るまで、ぼく達はただ抱き合っていた。

    　

    　

    　

    詩なのかSSSなのか、自分でもよくわかってなかったりします………。

    一体、何が書きたかったんだ？！
  


  fragrance (2004.5)*Night*


  
    　一日の厄介事を片付け、最後の一人が部屋を出たとたん、瞬時に託生の顔が浮かぶ事が日常化している事に苦笑いし、オレはコーヒーメーカーのスイッチを入れた。

    　時刻は既に１１時前。

    　消灯前のこの時間、託生に会う術はなく、しかし、偶然とは言え託生を抱き締める形になってしまった休み時間を思い出し、もう一度、腕の中に閉じ込めたい衝動に揺れた。

    「抱きたいよ、託生」

    　即物的な言葉は、託生に届く事なく空しく部屋に響いた。

    　………はずだったのだが。

    「ギイ？」

    　突如届いた声に、心臓が跳ね上がった。

    「た………託生？！」

    　鍵をかけ忘れていたらしいドアの隙間から、まるで小動物のようにきょときょとと中を伺い、部屋にオレ一人だと確認して安堵したのだろうか、するりと身を滑らせると後ろ手にドアを閉め鍵をかけた。

    「邪魔しちゃった………かな？」

    　もしかして聞かれたか？と、内心慌てて無口になってしまったオレに、託生は申し訳なさそうに「ごめんね」と謝った。

    「そんなこと、あるわけないだろう？」

    　表情を繕い託生専用の微笑を浮かべながら、立ち尽くしている託生に近づき、包み込むように抱き締め軽いキスを送る。

    「オレも会いたかったよ」

    　耳元で囁くと、託生は「うん」と頷き、赤くなった頬を隠すように胸に擦り寄った。

    　託生の可愛らしい仕草と甘い匂いにクラクラしながらも、廊下に面したドアの前で長居しても先には進めないと判断したオレは、背中に回した手を引き剥がし託生をソファへと案内する。

    「コーヒー飲むか？ポーションしかないが………」

    「うん、貰う」

    　言いながら、どことなくいつもと違う雰囲気に気が付いた。

    　この部屋に一人で来る事に罪悪感を感じるのか、託生はいつも落ち着かない様子で膝の上に置いた手を握り締めている。そして、おどおどと上目遣いにオレの姿を追うのだ。

    　しかし、今夜の託生は、座る姿はいつもどおりなれど、視線が全く定まらない。

    　………何か、あったのか？

    　３年になってから、託生とまともに話をする事が侭ならなくなり、これではいけないと思いながらも、お互いそれを承知することが当たり前のように、託生はオレに接していた。

    　章三にあれこれ聞いてはみるものの、

    「寂しいのはわかるが、葉山を信用してやれよ」

    　と、呆れ顔で言われれば、オレも口出しすることはできない。

    「どうしようもない時は、ギイに言ってるだろ？」

    　フォローのように付け加えられた言葉に頷ける事はできても、やはり恋人の事は全て知っておきたいし、もっと甘えて欲しい。

    　それが、オレの我侭だとしても。

    　その託生が、他人の目を盗んでオレの部屋に来た。

    　突然訪れた逢瀬に幸せを感じるも、不安になってしまうのは仕方がないだろう。

    「薄めにしてあるぞ」

    「ありがとう」

    　託生にカップを手渡し、その横に座って託生の肩に腕を回した。

    「何か、気になる事があるのか？」

    　コーヒーを一口飲んだのを確認すると、いつも遠慮して、なかなか話し出せない託生に、オレの方から話を振った。

    　というよりは、オレが気になってどうしようもないのだ。

    「あ………別に、何もないんだけど………」

    　歯切れの悪い託生に、ますます心配になり、

    「何でも言っていいんだぞ。それとも、オレじゃ頼りにならないか？」

    　わざと不安そうに顔をしかめれば、素直な託生は、

    「いや、そんなことじゃないんだよ。ギイは………いつも、頼りにしてるよ」

    　慌ててオレに向き直り、否定の言葉を口にする。

    　こちらを向いたのを幸いに、肩を引き寄せ、空いた方の手を柔らかな頬に滑らせた。

    　一分一秒でも長く託生に触れていたいオレとしては、話の合間でも時間が勿体無いらしい。

    　冷静に自分を分析して、託生にわからないように苦笑した。

    「でも、何かオレに言いたいことがあるんだろ？」

    　覗き込めば、託生はおどおどと視線を彷徨わせ、覚悟を決めたようにポツリと話し出した。

    「あ………あのさ。５時間目が終わった後なんだけど」

    「あぁ！お前、怪我なかったか？オレも急いでいたから、すまなかったな」

    　それは、オレの理性が弾け飛びそうになった事件だった。

    

    　

    　５時間目が終わった休み時間。

    　職員室に呼び出され、階段を下りようと踊り場に出た瞬間、体育を終わらせ階段を上ってきた託生とぶつかってしまったのだ。

    　オレにぶつかった衝撃で階段の下に落ちそうになった託生を咄嗟に抱き止め、最悪の事態にはならなかったのだが、実は、その後オレ自身、理性を抑えるのに必死だったのだ。

    　助かったと安堵したのも束の間、腕の中の託生が顔を上げた瞬間、ヤバイと本能がオレに告げた。

    　事実についていけてないだろう託生は、運動をした後特有の上気した赤い頬をし、汗ばんだ体からは託生の匂いがいつも以上に放たれ、オレの体に纏わりつく。

    　同じ状況になるベッドの中を思い出しても、オレに罪はないだろう。

    　しかし、その後託生の匂いが移った制服を着続けていたオレとしては、忍耐の二文字しかなかった。

    　気を許すと下半身が疼き、かと言って制服を着替える気にはならず、嬉しくも苦しい状態を今まで耐えていたのだ。

    

    　

    　託生は居心地が悪そうに身動ぎすると、オレの視線から逃れるように胸に顔を押し付けた。

    「あの時から………変………なんだ」

    「え………？」

    「あの時………ギイのコロンが移っちゃったみたいで………それで………」

    「………託生？」

    「ずっと………ギイを思い出して………どうしようもなくて………」

    　顔を押し付ける託生を引き剥がし両手で頬を添えると、潤んだ瞳に欲情の色を乗せ、続かない言葉を熱い吐息に変えた。

    　そんな託生を見て我慢できるはずもなく、オレは噛み付くように口唇を合わせ、開いた隙間に舌を捻じ込み存分に掻き回しながら、託生の体をソファに押し倒した。

    「んんっ………」

    　いつもの確かめるようなキスではなく、ベッドの中でしか交わさない激しいキスに、託生が抗議の声をあげたが、無視をして甘い舌に絡みつく。

    託生の口内が一杯になり、耐え切れず零れた二人の唾液がソファの染みを大きくしても、止めることなどできなかった。

    　同じ思いを託生が抱えていたという事実が、オレを陥れていく。

    　息が苦しくなったのか、託生は胸をどんどんとたたき、やっと離したオレを力の入らない瞳で睨みつけた。

    「………やりすぎ」

    「オレも同じだったんだから、止まらない」

    「え………？」

    「オレも、あの時から託生が欲しくて堪らなかったんだ」

    　言いながら託生の首に顔を埋め、パジャマのボタンを外しにかかるオレの手を両手で諌め、

    「電気消して………」

    　いつもどおりの台詞で、オレの体を引き剥がした。

    

    　

    「あ………ギイ…………」

    　羞恥心の塊のような託生の足を、宥めながら開き顔を埋めるのが常なのだが、今夜の託生は抵抗すらなく、与えられる快感に従順に反応し声を上げた。

    「託生………」

    　可哀想なくらい天に反りあがった欲望を一撫ですると、先端から透明な蜜が零れ落ち、オレの手を濡らしていく。

    　親指で円をかくように遊んでやれば、足りないと言っているように託生の腰が妖しく揺れ、その痴態にゴクリと喉が鳴った。

    　甘美な蜜に誘われるまま、ゆっくりと舐めあげると、託生の口から声にならない喘ぎが漏れ、肌がより一層色づき匂いたつ。

    「ギイ………やぁ………」

    　舐めるだけのまどろっこしい愛撫に物足りなくなったのだろう、託生はオレの髪を掴み自身に押し付けた。

    「銜えてほしい？」

    　珍しく大胆な託生に悪戯心を起こしたオレは、左足を抱え上げ、意地悪く内股に口唇をずらし赤い花を散りばめていく。

    　託生をちらりと見上げると、欲情に濡れた瞳を隠しもせず、泣き出しそうに顔を歪めた。

    「託生？」

    「……………お願い、ギイ」

    「ちゃんと言ってみろよ」

    「…………えて」

    「聞こえない」

    　突き放すように言葉を返すと、口唇を噛み恨みがましそうに睨みつけた。

    「た～く～み？」

    「………銜………えて…………」

    　羞恥心より置いておかれる快感が勝ったのか。

    「あぁ………！」

    　小さく要望を訴えた託生に満足し、蜜を零し腹を汚している欲望を銜えたとたん、託生の嬌声が響く。

    「ギイ………ギ………イ…………」

    　名前を呼ばれるだけで、暴発しそうなくらい熱く渦巻いていく体の芯に舌打ちをし、気を逸らすため一旦口唇を離した。そして、目に映った腹の上の蜜を指ですくい、託生の奥の隠された蕾の周りにゆるゆると塗り込む。

    　とたん、硬く閉ざされていた入り口が、別個の生き物のように収縮し始める。

    　誘い込むようなその動きに笑みが漏れ、託生の濡れた欲望を口にすると、一気に指を差し込んだ。

    「は………あっ…………！」

    　瞬間、託生の体が魚のように跳ね上がる。

    　突然の感覚に耐えることもできず、オレの口内にあっけなく白い欲望を吐き出した。

    　ドクドクと流れ込む蜜を受け止め、ゴクリと喉を鳴らして体を上げると、放心したように体を投げ出した託生が映った。

    　乱れた呼吸に開かれた柔らかそうな口唇に、吸い寄せられるように己のそれを重ねる。

    　絡まった舌から自分の味がしたのか、眉根を寄せて逃れようとするのを押さえ、託生が蕩けて大人しくなるまで唾液を交換した。

    「………ひどい」

    「何が。ひどいのは託生だろ？オレはまだ託生を味わってないぜ」

    　熱く張り詰めたオレ自身を、託生の下腹部に擦り付け、ペロリと託生の口唇を舐める。

    「んっ………！」

    　体をびくっと震わせ、何かに耐えるように口唇を噛み締める託生の耳朶を含みながら、

    「託生、いい？」

    　小さく囁くと、熱い吐息を返した。

    　入れたままの指をぐるりと回し、すぐさまもう一本の指を捻じ込む。

    「ん………あ………っ………」

    　燃えるような熱さと包み込むような柔らかさの中を解しながら、徐々に息を上げ指に合わせて無意識に腰を揺らす託生に、我慢の限界を感じた。

    「託生」

    「うん………」

    　儚げに微笑み、ふっと息を吐いた瞬間を見逃さず、欲望を託生に突き刺す。

    「あぁ！………く………ぅん………」

    「託生………」

    　宥めるように脇腹を撫でながら、ゆっくりと内壁を味わうように奥へと進むと、託生の瞳からポロリと涙が落ちた。

    「ツライか？」

    「違………ぅ………早く……ギイ………」

    　託生は、両手を伸ばしオレの頭を引き寄せ、口唇を寄せる。

    「一杯にして……よ………」

    　止めの台詞を吐いて重ねてきた口唇に、一切の理性が吹っ飛んだ。

    　乱暴に組み敷き、中途半端に収まっていたオレ自身を、一気に奥まで差し込み、味わうように腰を揺らす。

    「んんっ！………っ………ギイ………！」

    「お前の中………熱くて堪らない…………」

    「ゃ………あんっ………！」

    　がっしりと腰を掴み、浅く緩く、そして深く激しく託生を愛するオレのリズムに乗り遅れないよう、健気に律動を繰り返す託生が愛しくて、笑みが零れる。

    「託生、愛してる………」

    　声が届いているのか否か、愛撫に溺れる託生は声無き嬌声を上げ続け、徐々にオレを包み込む内壁がきつく締まってきた。

    　あぁ、もう溶け合いたい。

    　堪らない感覚に託生の両足を抱え上げ、より一層深く腰を叩き込む。

    「や………ぁ………ダメ………ギ…………！」

    「託………生………！」

    　時を置かず、二人して高みに放り投げられ、オレは託生の最奥に欲望をぶちまけた。

    

    　

    　互いの匂いが、最高のfragrance。

    　妖しく包み込み、互いを求め合う甘美な媚薬に生まれ変わる。

    　

    　

    　

    新刊「夏の残像」を読み、「ぎゃぁぁぁぁぁ！！ギイタクが主役の座を乗っ取られた～～～～！！！」と嘆き出来上がったブツです。

    目標！誘いうけ！！（爆）と挑戦しつつ、あえなく撃沈………。

    エロは難しいです；

    （２００４．５．４）
  


  蒼い月 (2002.4)*Night*


  
    注　イレギュラーな上、ギイ受け＋オリキャラ攻めです。

    　　苦手な方はバックしてください。

    　

    　

    　

    　

    　

    　肩を撫でる冷たい風に、ふと目が覚めた。

    　傍らに眠る託生を起こさないように腕枕を外し、素足で開けっ放しの窓に近づく。

    　その瞳に映ったのは、漆黒の闇に浮かぶ蒼い月………。

    　控えめに夜空を照らすその光に、オレの心は時間を飛びあの場所へと戻ってしまう。

    　あの場所。一年前の３００号室に………。

    　

    　蒼い月　思い出すのは　あなたのこと――――――――――。

    　

    「また、やっちまった………」

    　裏庭の日溜りに腰を降ろし、苦々しい思いを噛み締めるように、内ポケットから煙草を取り出し火を付けた。

    　託生を追いかけて、この祠堂に入学したと言うのに、なんて様だ。想いを告げられないばかりか、気が付けば託生の冷たい視線を背中に感じ、片倉と教室を出て行く託生を何も言えずに見詰めているだけ。

    「絶望的だよな………」

    　深く吸った紫煙を吐き出し呟いた。

    「何が絶望的だって？」

    　背後から降ってきた声にギクリと肩が揺れる。

    　喫煙現場を見つかれば、一週間程停学を食らうだろう。停学は構わないが、一週間も託生の顔を見ることが出来ないのは辛い。

    　話の通らない人間だとやっかいだよな。

    　オレは渋々といった感じで、煙草を片手に振り向いた。

    「松原………先輩………」

    「よ。せっかくの喫煙タイムを邪魔してすまないね」

    　言いながらオレの煙草を奪い、深く紫煙を吸い吐き出した。

    「先輩。それ火を付けたばっかりなんですけど」

    「堅い事言うなよ。部屋に忘れてきてしまったんで助かったよ」

    　ニコリと微笑み、また煙草に口をつける。

    　松原祐樹。３００号室の住人。

    　もちろん顔は知っていたが寮では階も違い、顔を合わせて話をしたのはこれが初めてだった。

    　親しげに投げられる柔和な微笑み。しかし誰も逆らえないような意志の強い瞳が、心の奥底まで見透かしてしまいそうでオレは視線を反らした。

    「それはそうと、何か悩んでるのか？」

    「いえ、別に………」

    　先輩として後輩のお悩み相談に乗ろうというのか。優しい笑みを浮かべたままオレに話し掛ける。

    「そうか………。俺はてっきり葉山への片想いで悩んでいるように見えたんだけどな」

    「先輩………？！」

    　図星を指され、咄嗟のことにポーカーフェイスが崩れたオレを、楽しそうに見やる。

    「そんなに驚くなよ。崎を見ていればそのくらいわかるさ」

    　眉を片方上げ、短くなった吸殻を空き缶にねじ入れた。

    「だとして、先輩はその悩みの答えを持っているんですか？」

    　いささか憮然として質問をすると、

    「いや」

    　両手を挙げ、そっけない返事が返ってきた。

    「……………それなら放っておいて下さい」

    　苦手な人間ではないが、一筋縄ではいかない気配を察し、オレは腕時計で昼休みの残り時間を確認して立ち上がった。

    「なぁ、崎。恋愛の最終地点には何がある？」

    　失礼しますと歩き始めた背中に、突拍子もない質問が飛んだ。

    「最終地点………ですか？」

    「そう」

    　歩みを止めたオレに、もう一度座れと手振りで示し、仕方なく隣に腰掛ける。

    「………SEXですか？」

    「大正解」

    「それが、どうしました？」

    「ようするに、崎は最終的には葉山を抱きたいわけだ」

    「………そういう事になりますね」

    　何もかも知っているぞと断定的な物言いをする先輩に、隠しても仕方がないと判断をしたオレは、肯定の意志を告げた。

    　そのオレに納得したのか、ちらりと視線を投げ掛け言葉を続ける。

    「男同士の恋愛において、受ける方の負担が大きい事は知っているか？」

    「ある程度は」

    「その痛みを知らないと、葉山に申し訳ないとは思わないか？」

    　言われてみれば、そうだ。まだ片想いではあるが、託生と１００％恋人にはなれないと決まったわけではない。万に一つでも可能性が残っている。

    　女を抱いたことはあっても、男を抱いたことはない。ましてや、男に抱かれたことなど、一度もない。

    　恋人になって想いを交わす仲になれた時、託生だけに負担をかけるのはオレの一方的な我侭だ。

    「教えてやろうか？」

    　考え込んだオレの顎に手を掛け、悪戯っぽく先輩が囁く。

    　愛のないSEXなんて遊びと一緒だ。危険だと警告がなっているのに、先輩の瞳の色に逆らえない。

    　了承の意志を交えた言葉遊びで、応戦を試みる。

    「先輩が上手いという証拠はないですよ」

    「じゃあ、確かめてみろよ」

    　触れ合う口唇からふっと息を吹きかけられ、オレは瞳を閉じた。軽く触れた口唇を舌でそろりとなぞられ口を開くように促される。

    　熱く滑った舌の感触を感じた瞬間、オレはゆっくりと押し倒され先輩の重みを受け止めた。

    　そして、忍び込んできた舌が生き物のように、オレの口内を荒らしていく。きつく吸っては押し返し、絡み合い、いたるところを愛撫されオレは　無意識に先輩のペースに巻き込まれてしまった。

    「う………」

    　有に３分はあっただろうか。

    　唾液に濡れた口唇を引き剥がした先輩に、オレは乱れた吐息を漏らすことしかできない。先輩を見るオレの瞳は、たぶん欲望に濡れているのであろう。

    「証明にはなったか？」

    「………なりました」

    「成立だな。消灯後、体育倉庫で待っている」

    　ニヤリと笑い、その場を去る先輩の向こうで、昼休み終了のチャイムが鳴り響いた。

    

    　

    　章三に適当な言い訳を告げ、明かりの一つもない体育倉庫に忍び込むと、先輩は壁にもたれ煙草をくゆらせていた。

    　オレを確認して、片手を挙げる。

    「遅かったな」

    「すみません」

    「ところで、葉山はその後どうだった？」

    　唐突な話題転換に、頭を切り替える。

    「え？託生はあの後何のトラブルもなく、寮に戻りました」

    「そうか」

    　先輩は宙を見詰め押し黙った。

    「先輩？」

    「崎。お前は何があっても葉山を想っていろ」

    「………はい」

    「これが教えてやる条件だ」

    　自分に言い聞かせるような口調に、先輩も苦しい恋をしているのかと喉元に上がった言葉を飲み込む。

    　どうせ体だけの関係になるだろう。それ以外、何も知る必要はない。

    「キスは覚えたか？」

    　優しく囁かれ、オレは答えないまま先輩首に腕を廻し、昼間覚えたばかりの口づけを実行した。

    　ゆっくり口唇を離して先輩の評価を待つ。

    「さすが崎だな。飲み込みが早い」

    「お褒め頂いて光栄です」

    「脱がしてやろうか？それとも自分で脱ぐか？」

    「自分で脱ぎます」

    　無言のままお互い服に手をかけ、床に落としていく。わずかな月明かりが先輩の裸体を浮かび上がらせる。無駄な筋肉が一切ついていないしなやかな肢体。

    「崎。個人差はあるが性感帯は大体一緒なんだ。自分の体で覚えておけ」

    「はい………」

    　土の匂いがするマットの上に二人して倒れこみ、口唇を重ねる。まだまだ勉強不足だなと思い知らされるキスに翻弄させられ、知らずうめき声が漏れる。

    「声出していいぞ。誰もここには来ない」

    「くっ………先輩………」

    　絶え間なく与えられる愛撫に、体がざわめいていく。恋愛感情のないSEXでも感じる事ができるのだなと冷めた頭の片隅で考えながら、汗に濡れた先輩の肩に置いた指先に力を入れた。

    「挿れるぞ………」

    「はい………」

    　オレが託生にしようとしている事は、どんな事なのか。

    　好奇心と不安で固まったオレの髪にキスを落とし、先輩は身を深く沈めた。

    「ぐ………っ…………」

    　息が詰まる。

    「力を抜け。崎」

    「は………」

    　意識的に浅い呼吸を繰り返し、強張る体をなだめる。

    　苦しい………！

    　知らずに零れてしまった涙を、先輩の舌先が追いかけ、意識が反れた。

    「辛いか………？」

    　声も出せずに頷いたオレに、

    「挿れる時だけは、体が慣れるしか仕方がない。しかし、快感に変える事はできるぞ」

    「そんなこと………」

    　出来るのかと疑いの眼差しで見上げたオレに、ふふっと笑い、

    「変えられるかどうかは、抱く側の力量だな」

    　そう言って角度を変え、深く突き上げた。

    　とたん、背筋に走る電流のような快感………！

    「あうっ………！」

    「ここだろ？」

    　薄く口元に笑みを浮かべ、ゆっくりとそのポイントをなぞる様に腰を動かす。

    「あ………はぁ………」

    「覚えておけよ、崎。最初から最期まで痛い思いをさせないようにな」

    　口唇を軽く合わせ囁いた先輩の舌が、ぬるっと口内へ忍び込んだとたん、スピードが増した。

    「あぁ………！」

    　注ぎ込まれる快感にオレは夢中で先輩の頭をかき抱いた。汗に湿った髪の感触に、オレの体が煽られていく。

    「先輩………！」

    「イッていいぞ」

    　耳元に響く甘い低音に、オレの頭は真っ白になり精を放った。

    　

    

    　その日から始まった体育倉庫での逢引。

    「今日の葉山は何をしていた？」

    　必ず問われる質問。

    　オレの気持ちが託生から離れていないのを確認してから、先輩はオレを抱く。

    　何の為に、オレを抱くのか。

    　尋ねたい気持ちはあったが、それを訊くのはタブーのような気がして、ただ、今は張り詰めた生活のたった一つの息抜きに夢中になった。

    　託生の事で落ち込む度合いが大きいほど、先輩を求めてしまう。

    　でも、こんな生活も長くは続かない。春はすぐそこまで迫っていた。

    

    　

    「消灯後、ゼロ番に」

    　卒業式のあと擦れ違い様に囁かれたオレは、暗い廊下を足音を立てないよう３００号室に向かった。

    　何度も体を重ねたがゼロ番に呼ばれたのは、初めてだ。

    　小さくドアをノックすると待っていたかのようにドアが開き、先輩が室内に招き入れる。

    「卒業、おめでとうございます」

    「ありがとう。おっ、これはビールか？」

    　目ざとくオレの手が握っている紙袋に目をやると、嬉しそうに微笑んだ。

    「やっぱりお祝いにはビールでしょう」

    　冷えた缶を取り出し、ソファに座ってカチンと乾杯する。

    　今夜で終わりだ。

    　無言で缶を傾けるオレに、前を向いたまま先輩が呼んだ。

    「崎」

    「はい？」

    「今夜は………お前が抱け」

    「………え？」

    　言われた意味が理解できず、まじまじと瞳を覗き込んだオレに、

    「お前が、抱け。………そして、朝になったら全て忘れろ」

    　有無を言わせない瞳で、真っ直ぐに視線を合わせる。

    「先輩………」

    「祐樹でいい………」

    　すっと立ち上がってオレの手を取り、ベッドに向かう。誘うようにベッドに腰掛け、腕を伸ばす。

    「祐樹………」

    　二人してベッドに倒れこみ、深い口づけを交わす。

    　今までと逆の立場に、戸惑ったのは最初だけ。これが本能なのか。眉間に皺を寄せ快感に耐える先輩の横顔に、煽られていく。

    　自分が知る限りの愛撫で、先輩の肌が赤く染まっていくのを目を細めて眺めた。

    　そして、深く身を沈める。

    「く………」

    「祐樹………！」

    　最奥まで達した時、オレは確信した。先輩は抱かれる側の人間だということを。

    「……………」

    　先輩の口が誰かの名前を刻む。

    「祐樹………？」

    「何でも………ない………もっと………崎…………」

    　腰を押し上げ強請る先輩に、揺れてしまう腰。

    「祐樹………愛してる…………」

    　自然に出た言葉に驚き、動きが止まってしまったオレに、

    「………俺も、愛してるよ」

    　そう言って深い口づけを重ねる。

    　二人で高みへ昇りきった時、オレの瞳に焼きついたのは、窓に浮かぶ蒼い月と汗に濡れた白い肌。

    　偽りの関係の終着駅。

    　しかし、その時オレは心から祐樹を愛していた………。

    

    　

    　一年の月日が流れ、今オレの側には託生がいる。

    　愛しい、オレの恋人。

    　でも………こんな月の晩は、思い出してもいいだろう？

    　たった一晩だけの、美しい恋人のことを。

    　

    　蒼い月　思い出すのは　あなたのこと―――――――――。

    

    

    

    キッチン赤池さまの裏図書イベントに参加させていただいたものです。
  


  月に捕らわれた君(2002.8)*Night*


  
    上記『蒼い月』の続編です。

    ギイ×タクではありますが、設定がオリジナルですので、苦手な方はご遠慮ください。

    　

    　

    　

    「………き」

    　夢と現の狭間でゆったりと身を投げ出していたぼくの耳に、小さな呟きが聞こえた。

    　うっすらと瞳を開けると、月明かりの中に佇む君の裸体が、透き通るガラス細工のようにキラキラと映った。

    　窓の外に浮かぶのは、蒼い月。

    　あぁ、今夜も君は誰かを想い出しているんだね。

    　何時、気が付いたのだろうか。

    　汗に濡れ、熱く激しく求め合ったあと、ぼくが寝入ったのを確かめて君は窓辺に寄る。そして蒼い月を、切ない瞳で見つめるんだね。

    　誰かと重ねている………。

    　何事にも鈍いぼくだけど、それだけは直感でわかったんだよ。

    　ねぇ、ギイ。

    　捕われるほど、愛しい恋人だったの？どれだけぼくが君を想っても、忘れられない人なの？

    　パサッ………。

    　ぼくの肩からシーツが流れ落ち、ハッと我に帰ったようにギイはベッドを凝視した。

    「起きていたのか？」

    　何も答えずベッドから抜け出し、窓辺へと寄る。

    　シーツで体を隠すこともなく近づくぼくを、ギイは不安そうな瞳で見ていた。

    「託生………？」

    　蒼い月とギイの間に割り込むように窓へ背を向け、ギイと向かい合わせに立つ。

    「愛してる、ギイ」

    　ぼくだけを、見てよ。

    　誰よりも君を愛してる、ぼくを見て。

    　熱く絡む視線が近づき、口唇にギイの吐息を感じた。

    　何度も重ねたキスがしだいに深く入り込み、体中の力が抜けていく。

    　片手でぼくを抱きながら、ギイはカーテンを閉めた。

    「愛してる、託生。お前だけだ………」

    　自分に言い聞かせるように囁くギイに、「もっと！」とキスをせがんだ。広い背中に廻した腕で、ギイを引き寄せる。

    　そんなぼくに煽られて、唾液に濡れた口唇を荒い吐息で犯していたギイの手が、すっと腰へと移り、そしてその奥に隠されている秘所を指先で撫でた。

    「は………ぁ………」

    　ぼくを覗き込み同じ高みに向かっていることを悟ったギイが、片足を抱え上げ一気にぼくを貫く。

    「あぁ！」

    　立ったままの不安定な状態で、でも数時間前にギイを受け入れていたぼくの入り口は、いとも簡単にギイを飲み込む。

    「託生………託生………」

    　ぼくの背中を支えながら激しく揺さぶるギイに、快感とも違う安堵のため息が零れる。

    　ぼくが温めてあげるよ。

    　例えぼくの体温が奪われようとも、君を守ってあげる。

    　蒼い月の凍えた光に、君を奪われたりはしない。

    　今、愛しているのはぼくなのだから………。

    「あ………っ！」

    　熱いモノが、より一層ぼくの中を深くえぐる。

    「もう………ギ………ギイ…………！」

    「くっ………託生………」

    　迸る君の精を体の奥に受け止め、ぼくも自ら上り詰めた。

    　

    　

    　　

    「託生………ごめんな」

    　もう立ってはいられないぼくを支え、髪にキスを埋めてギイが呟いた。

    　謝らなくていい。

    　ぼくだけを見てくれるように、もっと深く君を愛すから。

    　静かに微笑んだぼくに一瞬驚いた表情を浮かべたギイは、ふっと優しく目を細め、

    「誘うなよ、託生」

    　囁きながらぼくを抱き上げ、もう一度想いを確かめるためにベッドに向かった。

    　

    　　

    　ぼくが、ずっと君を温めてあげる………。

    　

    　　　

    　その夜、ぼくは蒼い月から愛しい人を奪い返した。
  


  SKY (2006.7)


  
    　屋上のドアを開けたとたん、さぁっと頬をくすぐる様に風が吹き抜けた。

    　そろそろ梅雨が終わり本格的に夏の季節。

    　爽やかな緑の香りが風に乗り、ぼくの鼻孔をつく。　

    　バイオリンの練習を忘れていたわけではないけれど、なんとなく一人になりたかったぼくは、第一校舎の屋上へ足を向けた。

    　雲一つない晴天。

    　澄み切った空をぼんやり眺めると、去年ギイと過ごした日の事が思い出された。

    「よくこうして、二人で屋上にいたっけ」

    　去年の事を懐かしむなんて、ぼくも歳を取ったかな。

    　ふと下を見ると、栗色の髪が校舎から出てきた。

    「ギイ………」

    　あっと言う間に待ち構えていた一年生に取り囲まれ、質問攻めにあっているようだ。

    『一学期もあと少しだから夏休みの予定を聞き出そうと、あいつらも必死だからな』

    　章三が、気の毒そうに言っていたのを思い出す。

    「相変わらず、大変だね」

    　クールに対応している横顔に、疲れの色が感じられる。

    「少し休んだ方がいいよ、ギイ」

    　伝えることもままならない状況だけど、いつも君の心配をしているよ。

    いつだって、君の事を想っている。

    　しばらく見ていると、一年生の相手をしていたギイが、また校舎に入っていく。その場に残された人間は、残念そうに視線を合わしバラバラと散っていった。

    「忘れ物でもしたのかな？」

    　ギイの行動が気になりながらも、もう少し見ていたかったなと、呟いてみる。

    　誰の目も気にしないでギイを見ているなんて、なかなか出来ないことだから。

    

    　

    　キィ………。

    　背後からドアが開く音が聞こえた。

    　何気無く振り返ると………。

    「ギイ………？」

    「やっぱり託生だ」

    　嬉しそうにぼくの側に寄ると、包み込むように確かめるように優しく抱き締めた。

    「どうして？」

    　さっきギイは一度もぼくを見なかったはずだ。それなのに………。

    「託生の視線を感じたんだよ」

    「え？」

    「なんとなく託生が屋上から見ているような気がして、慌てて来てみたらやっぱり託生がいてさ」

    　弾む息を整えるように、腕にぼくを閉じ込めたまま深呼吸する。

    「あぁ、託生の匂いだ」

    　急な展開に跳ね上がる鼓動を抑えつつ、抱きしめられるままギイの広い胸に体を預けた。

    　懐かしい花の香りが、ぼくを包み込む。

    「託生………」

    　呼ばれるまま顔を上げると、眼鏡を外した素顔で近づくギイの唇。

    「ん………」

    　目を閉じ、軽く啄ばむように二度三度、そして濡れた舌先に促され薄く唇を開くと、腰に回った腕に力が込められ、熱い塊が誘い出すように絡みつく。

    「ギ………イ…………」

    　キスの合間に呼ぶと、一層深く奪われ頭の中が霞んでいった。

    「託生………愛してる………」

    　そう呟いて、名残惜しそうに離れた二人の間には、透明な糸。二人の熱くなった体を冷ます術は、思いつかなかった。

    　ギイの手が愛しそうにぼくの髪をかき上げ、愛撫するように頬を滑る。

    「今夜、いいか？」

    「………うん」

    　もう一度見つめあい、約束のキス。

    　ぎゅっと抱きしめられ「また、あとでな」と、ギイは離れていった。

    　ドアが閉まるのを見届けて、その場にズルズルと座り込む。

    「重症だよ、ギイ」

    　歩けるようになるには、もう少し時間がかかりそうだ。

    　ギイとの距離は離れても、二人の気持ちは変わらない。

    　抱きしめあう回数が少なくなった分、ギイへの想いが大きく膨らんでいく。

    「好きだよ」

    　ギイの笑顔のような空に、そっと呟いた。

    

    　

    閉鎖しているにも関わらず、遊びに来てくださりありがとうございます。

    おかげさまで、10万HITになっていたようです（汗）

    お礼と言ってはなんですが、キスしかしてないギイタク（汗）をお送りしました。

    1年ぶりくらいに書いたので、試行錯誤です………。

    （H18.7.9）
  


  I can't control it（2007.8）*Night*


  
    　章三を仲介に託生をゼロ番に誘った夜は、触れ合う嬉しさと期待と、ほんの少しの背徳感をまとい、皆が寝静まる時を待つ。

    　消灯を過ぎて数分たった頃、控えめに………しかし、その音さえも大切な物だというような、ゆっくりと叩かれるノックに、オレの欲望は一気に脈だった。

    　心の内を見せぬよう、自然な微笑みを浮かべドアを開けたオレの胸に、

    「会いたかった」

    　と、甘えてみせる託生。

    　触れたい。

    　この細い体を組み敷いて、オレの印で埋め尽くしたい。

    　オレだけしか考えられぬよう、喘がせて、鳴かせて、楔を打ち込みたい。

    狂気に渦巻く欲望を胸の奥に閉じ込め、託生の唇にバードキスを落としてソファへと誘った。

    　久しぶりの逢瀬に「嬉しい」と無邪気な子供のように喜んでいる託生を見ると、自分が犯罪者になったような気分になる。

    　しかし透明な託生がオレの色をまとい、妖しく染まっていく過程は、何度見ても見飽きない麻薬のようなものだ。

    　甘い痺れにも似た感覚が蘇ったとき、オレの喉は砂漠でオアシスを見つけた旅人のように、ゴクリとなった。

    　と同時に、スウィーツと同じ甘い香りのはずのバニラマカダミアが、まるで催淫剤のように部屋に溶け込み、思考を乱していく。

    「託生………」

    　少し掠れた声色に、託生の肩がピクリと震えた。

    　空間が淀む。

    　オレの目に欲情の色を見た託生は、ゆっくりを瞳を閉じ唇を待った。

    　

    　

    　去年は、毎日のように肌を重ね、託生の体には消える暇がないくらい付けた赤い印。今では、傷一つない白い肌を毎回目にするようになった。

    　その肌を見るたび、オレの心は独占欲という炎に火が灯される。

    　託生はオレの物だと。

    　それこそタトゥーのように消えぬ印を刻み込み、皆にも託生自身にも知らしめたい欲望にさいなまれる。

    　今日こそは優しく交じりあいたいと、心に決めた誓いすらバラバラと音を立てて崩れ、本能のまま飢えた吸血鬼のように喉元に噛み付いた。

    　ひとつ、ふたつ………。

    　赤い印が増えていく。

    　サディスティックな欲望は底なし沼のように深く、託生の目尻に涙の粒が浮かんでも攻め立てる愛撫に容赦はない。

    「あ………やっ、もう………ギイ…………！」

    　絶え間なく零れる音色と手を濡らす託生の愛液に、興奮しきった半身がオレの意思を無視して「一つになりたい」と限界を訴える。

    　託生が声なき声をあげ、白い液体を飛び散らせた。

    　手足を力なく伸ばし自分の粘液に汚れた託生は、まるでオレの為に捧げられた貢物のようで、瞬きもできないくらい美しく、オレの呼吸は自然に浅くなる。

    「愛してる………託生………たくみ…………」

    　乾いてしまった唇を潤すようにキスを重ね、身を深く沈めた。

    　

    　

    　激しすぎる愛の時間に絶えられず、託生は深い眠りについていた。

    　託生を愛と優しさに包み込み、幸せな笑顔を守りたい。

    　しかし、ひとたび姿を見ると、独占欲と嫉妬の嵐が渦巻き、平常心が保てなくなる。

    　こんなオレでも愛してくれるか？

    　見捨てないでいてくれるか？

    　

    　託生、愛しているんだ。

    　

    　

    　

    Nightと言っていいのか、どうなのか。

    ものすごく悩んでしまった。

    えっと、独占欲バリバリのギイをコンセプトに書いてみました。

    が、ギイが小説の中の人間だからいいけれど、現実にこのような人がいたら危ないと思う。

    金持ちで美形で………とかそういうのを除いて、ストーカーで、独占欲丸出しで、嫉妬心は人の数倍。

    犯罪一歩手前？（笑）

    こんなギイと付き合える託生君は、すばらしい人物だと思います。

    あっと、一応「I can't control it」は、「コントロールできない」という意味で。

    (2007.8.5)
  


  ハロウィンなんて大嫌い！(2007.10)


  
    　勝手知ったる愛するアラタさんの部屋。

    　………の認識の中に、ぼくの部屋でもあるということが存在しているのだろうか。

    「こんばんはー！」

    　ノックと同時に今日も賑やかな真行寺が、270号室に入ってきた。

    　いいかげん慣れたけどね、ぼくも。

    　土曜日の午後10時、特に外出する予定もなかったぼくは、早めに夕食を食べ270号室で寛いでいた時だった。

    「三洲くんなら、まだ帰ってないよ？」

    「こんばんは、葉山サン。それは、知ってるっす」

    「じゃあ、何で？」

    　へへへと笑いながら、真行寺は抱えてきた紙袋からケーキ屋の箱を取り出して、

    「お世話になっている葉山サンにお土産」

    　と、かぼちゃのタルトを差し出した。

    「外出してたんだ。でも、いいの？」

    　三洲くんを差し置いて、ぼくが貰っても。

    「ちゃんと、アラタさんの分も買ってきてあるから」

    　どうぞ、どうぞ。

    　ニコニコとタルトをぼくに渡し、真行寺はインスタントコーヒーを入れだした。

    　もちろん、こちらも勝手知ったる………以下、略。

    「じゃあ遠慮なく、いただきます」

    　夕食を早めに食べたおかげで、少し小腹が空いていたのだ。

    　この部屋にケーキ皿とフォークのような高尚なものはないので、行儀は悪いがアルミ部分を持ってパクリと噛り付く。

    　サクッとした生地に、まったりとした甘さのかぼちゃが絶妙なタルトに、幸せな気分になってくる。

    　甘いものが得意じゃないぼくだけど、さつまいもやかぼちゃのような自然の甘みは、大好きなのだ。

    「美味しい。秋の味覚だね」

    「そうでしょ？この時期はかぼちゃが美味しいですもんね。ってか、麓に下りたら、そこら中かぼちゃだらけで、絶対買わなきゃ！って義務感が出てきたんすよ」

    「義務感って……」

    　拳を握り締めて力説する真行寺に、笑ってしまう。

    　そんな義務、ないだろ？

    　笑ったぼくに、顔の前で人差し指を振って、

    「だって街中、ハロウィンですから」

    　当然のように言った。

    「………あぁ、ハロウィンね」

    　オレンジと黒の何となく不気味な色合いの、ぼくにはあまり馴染みのないイベントだ。

    　ギイは、そうでもないのかな？

    「でも言うほど、ハロウィンって日本に浸透してないよね」

    　クリスマスやバレンタインはイベント化しているけど、ハロウィンは一部の人だけのような気がする。

    「確かに、店側の策略で無理矢理やってるって感じっすよね」

    「この時期イベントがないから、仕方ないんじゃないかな」

    「だいたい、『Trick or Treat？』って家を回るような、治安の悪いことできませんって」

    　そりゃ、そうだ。

    「あ、葉山サン、これ見てくださいよ」

    　言いながら真行寺は紙袋から、50㎝ほどの長さの黒くて細い棒のようなもの出した。

    　先には尖った鍵先みたいなものがついてある。

    「なに、この漫画ちっくな矢印は？」

    「小悪魔の尻尾っす。かわいいっしょ？」

    　と言いながら、同じような矢印が２つ付いた、カチューシャも取り出した。

    「どうしたの、これ？」

    「雑貨屋の店先に置いてあって、買ってきたっす」

    「ふ～ん」

    　ビニール素材でできているらしく、振ればビヨンビヨンと釣竿のようにしなるようになっている。

    「これをですねぇ」

    　と言いながら、真行寺はカチューシャを頭に付け、尻尾をズボンとベルトの間に挟みこんだ。

    「じゃ～～～～ん！」

    「ぶっ！似合う似合う！」

    「そうっすか？！」

    　真行寺はくるくる回りながらポーズを取り続け、王子様然とした顔とのあまりのギャップにぼくの笑いが止まらない。

    「でも小悪魔っていうより、バイキンマンみたい」

    「はっひふっへほ～～～！！」

    「あはははは！止めてよ！お腹が………！」

    　大受けしたぼくに気を良くした真行寺は、お尻を振りつつ尻尾を揺らしながら、「俺、可愛い？」しなを作る。

    　とたん、

    「全然、可愛くない」

    　ここにはいないはずの人間の声が響き、ぼくと真行寺は飛び上がらん位驚いた。

    　そして恐る恐るドアを振り返ると、そこには呆れた表情の三洲とあからさまに憮然としたギイ。

    「アラ………タさん………」

    「ギイ………」

    　笑い転げてドアが開いたのに、二人とも気付かなかったようだ。

    　何故ギイがいるのかは不明だが、ギイに気付かなかったぼくに拗ねているのか、はたまたヤキモチを焼いているのか。

    　ムスッとした表情をして腕を組み、ドアにもたれかかっている。

    　この空気、怖すぎる………！

    　三洲は固まっているぼく達にツカツカと近寄り、

    「こういうのは」

    「いてっ！」

    　真行寺から乱暴に小悪魔グッズを取り上げ、優しい手つきでぼくの頭とベルトに取り付けた。

    「葉山の方が似合う」

    「へ？」

    「そう思うだろ、崎？」

    　そして、わざとらしくギイに向き直り、ぼくを前に押し出した。

    「ギ……ギイ………？」

    　ギイの目が、据わっている。

    　なんか、とてつもなく嫌な予感がして怖いんですけど。

    「三洲、貸しにしておいてくれ」

    　言うなり、ギイはぼくの腕を掴みドアを開けた。

    「ちょっ………ギイ！」

    　こんな物つけたまま廊下に出るなんて、勘弁してくれよ！

    　助けを求めるように三洲を振り返るも、

    「了解～」

    　三洲はヒラヒラと手を振り、内側からドアが閉められ、無情にもカチリと鍵まで掛けられてしまった。

    　三洲くん、ひどいよ～～。

    　ドアを振り返るぼくの耳元に、

    「明日は休みだし、今夜は一晩中オレの部屋で小悪魔になってもらおうか」

    　世にも恐ろしい爆弾発言が落とされ、嫌な予感は現実になることが確定した。

    　ゼロ番に付くまで、誰にも会わなかったことが、不幸中の幸いだったかもしれない。

    　

    　

    ギイタクなのに、ギイが二言しか喋ってな～～い（笑）

    託生くんと真行寺のコンビって、結構好きなんですよ。

    出来はいいが、ヤキモチ焼きで我侭な恋人に振り回されている同志って感じ？

    この後は、ご想像にお任せします。

    （2007.10.6）
  


  オレの腕は君の為にある(2010.9)


  
    　珍しく託生から「今夜行ってもいい？」とメールが入り、喜び勇んで「もちろん！」と返信し待っていたのだが、部屋に入ってきた託生は可愛い顔を曇らせ、どことなく怒りを漂わせていた。

    　オレ、何か怒らせるようなことしたか？

    　あれこれ思い出してはみるが思い当たるフシはない。

    　あらかじめ用意してあったコーヒーをテーブルに置いて託生の横に座り、当たり前のように唇を寄せると、

    「ギイ、上着脱いで」

    　唐突に命令された。

    「たっくみくん、大胆だなぁ」

    「はぁ？」

    「遠慮すんなよ。上着だけじゃなく全部脱いでもいいぜ」

    　これ見よがしに緩めていたネクタイをスルリと抜くと、曇らせていた顔を赤く染め、両腕を振って必死に否定した。

    「バ………バカッ！上着だけでいい！上着だけで！」

    「残念」

    　上着を脱ぐと、託生はオレの右袖のボタンを外しシャツを捲り上げ、

    「ギイ、こうやって」

    　自分の右腕を直角に折り曲げる。

    「こうか？」

    　託生は硬くなった上腕筋をペタペタと両手で触ると、ガックリ肩を落とした。

    「どうしたんだよ？」

    「今日、クラスで机に誰か座ったまま持ち上げられるか？ってのをやっててさ」

    「は？」

    「持ち上がらなくても、みんな手前が浮いたり奥が浮いたりしてたんだけど、ぼくだけうんともすんとも言わなかったんだよ」

    　歯を食いしばって一生懸命踏ん張ってる託生の可愛い姿が思い浮かんで、思わず微笑が浮かびそうになって顔を引き締めた。

    　………つもりだったのだが、潤んだ瞳に赤い顔で「なんだよ」と睨まれているところを見ると失敗したらしい。

    　わざとらしく「コホン」と咳払いをし、

    「それで託生は、オレの上腕筋が気になったのか？」

    　コーヒーを一口飲む。

    「気になったっていうか、ギイが力持ちなのは知ってるし、筋肉があるのも知ってるんだけど、どうやって鍛えてるんだろうと思って」

    「オレは特になにもしてないぞ」

    「そうだよねぇ。ギイが運動しているところなんて、体育の時間しかみたことないもんね」

    　そう言いながらも、納得がいかないと託生は顔に書いた。

    　オレとしては、早く甘い時間を楽しみたいのだが、託生がこうなると納得するまで話は終わりそうにない。

    　渋々ながら、お付き合いすることにした。

    「別にいいじゃん。託生は前腕屈筋群が人より鍛えられてるんだし」

    「ぜんわ………なに、それ？」

    「ぜんわんくっきんぐん。ここだよ。腕の肘に近いとこ」

    　カップをテーブルに置き、託生の腕を取って、肘を挟んだ上腕の丁度反対側を撫でた。

    「ここ？」

    「そうそう。ちょっと上着脱いで袖を捲ってみろよ」

    「うん」

    　素直に上着を脱ぐ託生に、いつもこうなら時間が短縮できるのにと、少しばかりイケナイことを考えつつ託生の腕を掴んだ。

    「んで、掌を下に向けて腕を伸ばして………グッと拳を作って」

    　拳を作った託生の腕に、くっきりとした筋肉の筋が入る。

    「わっ！」

    「だろ？楽器やってる人間は、ここが鍛えられるんだよな。ついでに託生はバイオリンだから、もれなく右側の三角筋も鍛えられてる。ちなみにここな」

    　右肩の前面をポンポンと叩いた。

    「そうだったんだぁ」

    　託生は掌を握ったり開いたりしながら、嬉しそうに自分の腕を見る。

    「だから、持ち上げる力がなくても、持ち上がった状態を維持する力は強いと思うぜ」

    「そういうことか」

    「そういうことなんです。納得したか？」

    「うん！」

    　にっこり笑った託生に今度こそと肩を抱き寄せ唇を近づけると、急に真剣な表情を浮かべ、

    「じゃあバイオリンの為に、筋トレしたほうがいいのかな？」

    　呟いた。

    　ヤメてくれ！マッチョな託生でも愛せるけど、今の託生が丁度いい！抱き心地が悪くなるだろ！

    　と言えば、託生の機嫌が確実に悪くなるのは必至。

    「別にそこまでしなくてもいいだろ？佐智だって筋トレなんかしてないぞ」

    　平静を装って当たり障りのないことを言っておく。

    　託生、もう筋肉話はいいだろ？オレは早く甘い恋人の時間に突入したいんだよ。

    「このままでいいのかな？」

    「そのままでいいって」

    　納得していない顔をした託生の両膝に腕を差し入れ、ふわりと持ち上げる。そして文句を言いかけた唇を塞ぎ、大股でベッドに移動した。

    　オレの上腕筋は、この為にあるんだよな。

    　託生をベッドに押し倒しながら、ニンマリと笑った。

    

    

    

    筋肉筋肉って………（汗）

    昨日の勢いで書いたものの、なんでこんな話になってしまったのでしょうか。

    まぁリハビリがてらに。

    困ったおもちゃ箱行きのような気もしますが、一応３年生なんで；

    珍しくタイトルが後付です。

    （２０１０．９．８）
  


  指先の軌跡(2010.9)


  
    　愛を交換し、気だるく満ち足りたアフタータイム。

    　秒針とシーツの衣擦れの音だけが響く深閑とした空気に、異空間に二人で閉じ込められたような錯覚に陥る。

    　託生の肌の温もりだけがリアルに浮かび、これが夢ではないとオレに知らしめた。

    

    

    「ギイの指、好きだな」

    　託生の少し湿った前髪を弄ぶようにかきあげた時、託生が言った。

    「暖かくて力強くて優しくて………」

    　頬に移動させたオレの右手に左手を重ね、託生は夢見るような表情でうっとりと呟く。

    　綺麗だな。

    　カーテンから漏れた月の光が、託生の顔を浮かび上がらせ、乾ききっていない汗を反射した。

    　「指だけか？」からかうと「指だけじゃないけど」と恥ずかしげに目を伏せる。

    　誘ってるつもりはないんだろうな。

    　わかってはいても、甘い疼きが体を支配し始めたのを感じ苦笑する。

    「オレも託生の指、好きだよ」

    　託生は閉じていた目をぼんやりと開き、答えを促した。

    「背中に託生の存在を残してくれるから」

    　クスリと笑いながら、託生の指先にキスを送る。

    　ポカンとしていた顔が徐々に赤く染まり、

    「ギイのバカ！！」

    　殴られる寸前、笑いながら託生を抱きしめた。

    

    

    　お前は知らないだろう。

    　背中に痛みを感じるたび、腕の中に託生がいる幸せを噛み締めているのか。

    　背中に残る指の痕を見るたび、至高の喜びに打ち震えているのか。

    そして、己の運命の奇跡に感謝しているのか。

    

    

    「愛してる。心も体も、託生の存在全てが………」

    　耳元で囁いてそっと腕を放す。

    「ぼくも………愛してる、ギイ」

    　指を絡め、赤く染まった唇にキスを落とす。

    

    

    「もう一度………託生………」

    

    

    　二人の吐息が、月明かりに溶けていった。

    

    

    

    まだフォルダ整理中であります。

    纏まりが悪いような気もするけれども、気力がないので、以前に書いたのをそのままアップ。

    ギイってＭ？と思いつつ書いた記憶が………；

    (2010.9.10)
  


  帰る場所(2010.9)


  
    まず、この話は「プロローグ」の発売以前に書いたものなので、文庫版「暁を待つまで」の「恋をすれども。」の麻生と相楽の会話は構成の中に入ってません。

    が、当サイト内「ノートのすみっこ」の「今更ながら「暁を待つまで」感想（？）」に書いた麻生と相楽の会話が前提になっています。

    ご了承ください。

    

    

    

    　今日は土曜日。

    　食堂で昼食を食べ270号室に戻ると、机で書類を纏めていた三洲が話しかけてきた。

    「葉山、今日はどうするんだ？」

    「んー、別に街に行く用事もないし、ゆっくりバイオリンの練習でもしようかと思って。三洲君は？」

    「俺はこれから生徒会室だ。文化祭もすぐだしな」

    「本当に大変だね」

    　音楽鑑賞会が終わったばかりなのに、すぐに文化祭の用意か。夏休みが間に入るから、時間がないのはわかるけど。

    「校内のどこかにいると思うが、一応鍵を持って出ていくから」

    「うん。いってらっしゃい」

    　と送り出したつもりが、三洲はドアを開けたまま立ち止まった。

    「三洲君？」

    「あ………あの、葉山先輩はいらっしゃいますか？」

    　ドアの向こうから聞こえてきた、おどおどした声。

    　「ドアを開けたら、いきなり三洲新生徒会長」のシチュエーションは心臓に悪かっただろうな。ご愁傷様。

    「おい、葉山、来客だ」

    「えっと、何か？」

    　運動部なのかビシッと直立不動に立ったまま、

    「あの！校門の前で卒業生の麻生さんという方が、待っているんですが………」

    「麻生？………三洲君、知ってる？」

    　そのまま傍でぼく達の会話を聞いていた三洲に振り向くと、

    「2年上の相楽先輩や石川先輩つるんでた麻生先輩じゃないのか」

    　当たり前のように答えた。

    　相楽先輩や石川先輩とつるんでた？誰だっけ？

    「あぁ！図書室でよく寝ていた！」

    　三洲君は「はぁ」と溜息を吐くと、

    「………葉山、何気に失礼だぞ」

    　だって、いつもそうだったんだよ。

    「その、麻生先輩がぼくに何の用だろう」

    「さあな。それより。彼が困っているじゃないか」

    「あ、君、ごめんね。ありがとう。すぐに行くよ」

    　そう言うと、一年生は、直角にお辞儀をしギクシャクしながら廊下を歩いていった。

    

    

    「来た来た。葉山く～～ん！あ、君達、どうもありがとう」

    　人懐こい笑顔でぶんぶんと両手を振りながら、麻生先輩が正門脇で待っていた。その横にはBMW。

    　麻生先輩って、お金持ちだったんだ。

    「麻生先輩、お久しぶりです」

    「久しぶり～。相楽に聞いていたけど、本当可愛くなっちゃって」

    「な………なんですか、それ」

    　相楽先輩は、一体何を言ったんだ？

    「いやいや、これから予定ある？」

    「別にないですけど」

    「じゃあ、俺と遊ばない？夕食おごるからさ」

    「え、ぼ………ぼくとですか？」

    「葉山くんしかいないじゃない」

    　からからと笑って、「はい、乗った乗った」助手席のドアを開けた。

    　そのままエスコート（？）され助手席に乗り込んだものの、バシバシ感じる好奇心の目。

    　卒業生が迎えに来る人間の中に、ぼくが入るとは思いもしなかった。結構恥ずかしいぞ、これは。

    

    

    　麻生先輩とドライブを楽しんだ後、「コーヒータイム」と言われて入ったドライブイン。

    　標高が高いのか、窓の外には緑に輝く山々が連なっていた。

    「バイオリンをやってるんだろ？」

    「え？どうして知ってるんですか？」

    　ギイからバイオリンを渡されたのは、麻生先輩が卒業してからなのに。

    「んー、さっき呼びに行ってもらった一年が『バイオリンの君』って言ってたから」

    「なんですか、その恥ずかしい名前は！」

    「って、俺に言ってもさぁ」

    　はい、そうですね。

    　って、もう本当に、誰がそんな恥ずかしい名前で呼んでるんだよ！

    「葉山君、音大目指してるの？」

    　百面相になっているだろう僕の顔を、にこにこと笑いながら聞いてくる。

    「あー、まだ目標が………確かにバイオリンをやってますけど、それで食べていくとかそういうのは考えてないんです」

    「うーん、そうだね。音楽教師になるか、どっかの楽団に入り込むか………ソリストになれる人って一握りだろうからね」

    「はい」

    　そうなんだ。

    　とりあえずバイオリンをやりたいから音大に行くだけでは、将来の目処がたたない。それでは、高い学費を出してもらう両親に申し訳ないではないか。

    「じゃあさ、音楽留学してみたら？」

    「はい？！」

    　だからって、いきなり留学？！

    「うん、今はバイオリン以外やりたい事がわからないんだろ？けど、それじゃ将来が不安」

    　そのとおりです。

    「日本の音大に行ったら、音楽の道のみになるけど、音楽留学をするともれなく語学留学がついてくる！日本の企業って、やっぱり話せる人材が欲しいわけ。それも、そんじゃそこらの学校や教室で習った語学力よりも、現地で体得したネイティブな語学力をね」

    　ビシッと人差し指を立てて、うんうんと納得している麻生先輩。

    「ようするに、バイオリンで失敗しても、後ろ盾があるってことですか？」

    「そういうこと」

    　麻生先輩の言いたいことは、よくわかる。わかるのだけれど………。

    「でも、ぼく、英語苦手なんです」

    　そこが一番の問題。

    　ぼくの情けない顔に噴出しつつ、

    「あはは、俺は話せもしないのに飛んでったやつを知っている」

    　としたり顔。

    「あっ、相楽先輩ですか？」

    「そう。もう本当、伝説の男だよねぇ」

    　でも、それは相楽先輩だからできた事のような気がするけど。

    「まだ、時間あるんだからさ。それも一つの道ってことで、考えてみたら？」

    　と、麻生先輩はウインクを決めた。

    　色々と進路を考えてはいたものの、具体的な案など全然出ていなかったぼくには、こういうアドバイスが必要だったのだろう。焦っていた心が少し落ち着いた気分になる。

    「少し楽になりました。ありがとうございました、麻生先輩」

    　素直に礼を言うと、

    「く～～～～、やっぱり葉山くんは可愛いなぁ」

    　麻生先輩は、本日二度目の「可愛い」発言と一緒に、右手でがしがしとぼくの頭を撫でた。

    

    

    　約束どおり夕食をご馳走になり、門限に間に合うようにと正門の脇まで送ってくれた麻生先輩は、わざわざ車を降りてきてくれていた。

    「今日は、ありがとうございました」

    「いやいや、俺の方が押しかけちゃって………あ、鳶がやってきた」

    「は？」

    　振り向くと、こちらに向かって歩いてくるギイ。

    「やぁ、ギイ、久しぶり～」

    　ぶんぶんと手を振る麻生先輩に、ギイは「誰が鳶ですか」と苦笑した。

    「だってさ～、油揚げ持っていかれちゃったし」

    「油揚げ？」

    　麻生先輩が食べているきつねうどんの揚げを横取りしたとか？

    　さすがにギイでも先輩のは取らないだろうと思案しているぼくの隣に立ち、

    「託生がお世話になりました」

    　と、ギイは何故か保護者面した。

    「………ほんと、腹立つなぁ」

    「ギイ？麻生先輩？」

    　終始にこにこと笑っていた麻生先輩が、悔しそうにギイを軽く睨む。

    　よくわからないけど、この二人って在学当時仲が悪かったのだろうか。

    　ポカンと事の成り行きを見ていたぼくに、

    「実は、俺、ギイとライバルだったんだ」

    　と苦笑した。

    「えぇっと………？」

    「うん、葉山君が好きだったんだよ」

    「う、え………えぇ？！」

    　ギイを見やると、ひょいと片眉を上げる。

    　全然、知らなかった。

    　人間接触嫌悪症のぼくを好きになってくれるような奇抜な人間は、ギイ以外いないと思っていた。こんなぼくを思っててくれたなんて。でも。

    　麻生先輩はぼくの困った顔に「気にしなくていいよ」と声をかけ、

    「でもねぇ、両思いの二人の間に割って入るほど、野暮なことはしたくなかったし」

    　と続けた。

    「「は？」」

    　顔を見合わせるギイとぼくに、

    「気づいてなかったのは、当人同士って？」

    　カラカラと笑う。

    　両思いって、え、どうして？

    　ギイの気持ちに気づいたのだって二年の入寮日だったし、ぼくは気持ちを隠していたし。

    　そんな心の声が聞こえたかのように、

    「だって、俺は葉山君を見ていたんだよ？誰を見ているかなんて、すぐに気がついた」

    　ぼくの頬が熱くなる。

    「ギイに言うのは癪だったし、俺の方が葉山君に近いんだぞって、見栄くらい張りたかったし？」

    「何の見栄ですか………」

    　呆れたギイの声。

    　麻生先輩は笑いながら車のドアを開け、

    「じゃあね。今日は葉山君の笑顔が見れて、ついでに触れて大満足だったよ」

    　と危ない捨て台詞を残して、山道を降りていった。

    「触った？！」

    「ちょ………ギイ！」

    「どこ触られた？！」

    「どこ………って、頭だよ！ギイじゃあるまいし、麻生先輩が変な所触るわけないだろ！………あ………」

    　誘導尋問に敢え無くひっかかる、学習能力のないぼくの頭。

    「よーしよし。変な所はオレ専用だもんな」

    「バカッ！」

    　ふいにギイはぼくをギュッと抱きしめて、

    「お前が麻生先輩の車に乗っていったって聞いて、いても立ってもいられなくて」

    「ギイ………」

    「託生が帰ってきて、よかった」

    「心配かけて、ごめんね」

    　麻生先輩の気持ち知らなかったから。ギイに心配をかけてしまった。でも、ぼくの気持ちは………。

    「帰る場所は、ここしかないよ？」

    　ギイの腕の中だけ。

    「そうだな………愛してるよ、託生」

    「ぼくも………」

    　闇夜に紛れて、キスをする。

    　優しくギイの暖かな手が、ぼくの髪を愛おしげに撫でた。他の誰の手とも違う、安らかな気持ち。

    「このまま、オレの部屋に来る？」

    「………うん」

    　誰もいない桜並木を、手を繋ぎながらゆっくりと上る。

    　ギイのいる場所………ぼくの帰る場所。

    

    

    

    こちらも、いつものごとく、フォルダに入っていたものです。

    しかしながら、今となっては原作とはかなり異なるので、アップするかものすごく悩みました。

    ただアップを考えると今しかないかなぁと思いまして、中途半端な状態かもしれませんが上げてみました。

    何気に麻生先輩好きです（笑）

    (2010.9.21)
  


  パジャマ　de　おじゃま(2010.9)


  
    　真夜中のゼロ番。

    「なぁ、託生、この頃なんでＴシャツなんだ？」

    　ソファでギイの入れてくれたカフェ・オ・レを飲んでいると、実に不満そうにギイが言った。

    「Ｔシャツが、なに？」

    「いや、前はパジャマで来ていただろ？」

    「………あぁ、やっぱり廊下に出るのに、パジャマじゃヤバイかなって思って。三洲君もＴシャツかスウェットだよ？」

    　だいたい誰かに会ったときに、パジャマじゃ恥ずかしいじゃないか。

    　廊下は公共のものなんだし、それこそぼくが３階にいること自体言い訳しにくいものだし、Ｔシャツくらいだったら「何かの用事で来てました」が通じるかもしれない………と思うのだ。

    　しかし、

    「パジャマの上に、何か羽織ればいいじゃん」

    「パーカーもカーディガンも、全部実家に送っちゃったよ」

    「じゃ、オレの貸すから」

    「別にいいよ。面倒臭い」

    　一体、Ｔシャツのどこが気に入らないんだろう。

    　パジャマもＴシャツも、四六時中一緒にいた2年の時に見慣れていたものじゃないか。

    　ギイは、わけがわからないと書いたぼくの顔を見て、これ見よがしに盛大な溜息を付いた。

    「相変わらず、男心がわからんやつだな」

    「………なんだよ、それ」

    　Ｔシャツの、どこが悪い？。

    「パジャマのボタンを一つ一つ外すのが、男のロマンだろうが！」

    「………は？」

    　ボタン？ロマン？

    「キスを落としながら上から順番にボタンを外して託生の肌を愛でる。これを男のロマンと言わずして何と言う！」

    　拳を握り締めて力説するギイに、怒りを通り越して呆れ果て、

    「………わかった。帰る」

    　ぼくはソファを立った。

    「ちょっと待った、託生！」

    　ドアに向かうぼくを、ギイは慌てて背後から抱きしめる。

    「パジャマがいいんだろ？Ｔシャツが嫌なんだろ？」

    「ごめん。オレが悪かった。帰らないでくれ。頼む、託生」

    　抱きしめる腕の強さと必死の謝罪に、そう言えばギイってエッチ事に関しては結構単純だったなと思い出した。

    「託生の立場をきちんと考えてなかったオレが悪い。ごめん」

    「………反省してる？」

    「してる。してます」

    「どのくらい？」

    　ぼくの声色からもう怒っていないと判断したギイは、

    「このくらい」

    　少し腕を緩めて屈むようにキスをした。

    「ぼくが着る服に文句を言わない」

    「はい。ごめんなさい」

    「今度言ったら、ゼロ番に来ないから」

    「絶対言わない」

    　ギイの大きな手が、Ｔシャツの裾からゆっくりと這い上がってくる。

    「ここじゃ、ダメ」

    　ピシリと言うと、ギイはぼくを抱き上げ大股で部屋を横切りベッドに向かった。

    　唇にギイの吐息を感じながら、たまにはパジャマを着てもいいかなと思ったのはギイには内緒だよ。

    

    

    

    朝、お返事を書いていたら、なんか変な方向に思考がロックオンされまして（汗）

    いや、全然関係のないお話のお返事だったんですけど。

    そうしたら、ギイタクが動き出しまして、こうなってしまいました。

    託生くんが、ちょっと強気？

    おもちゃ箱行きかなぁと思いつつ、3年なのでこちらに。

    (2010.9.24)

    会話カテゴリーの会話３がおまけです。

    (2010.10.19)
  


  solfège(2010.9)


  
    「Tonight」の兄弟みたいなものです。

    

    

    　夕食時の食堂はどこのテーブルも満員で、ようやく見つけた空席に座りぼくはお茶を一口グビリと飲んだ。

    　二つ向こうの列の右斜め方向に、ギイ発見。

    　相変わらず一年生が周りを固め、こんなに離れていてもギイの疲労がよくわかる。

    　そのギイに、２階階段長の野沢政貴が話しかけた。

    　邪魔をされた一年生は一瞬不満そうな顔をしたが、相手が野沢階段長だと認識すると、一斉に口を閉じ無言で食事を再開する。

    　これが、ぼくだったら、こうはいかないな。

    　政貴の話に（聞こえないけど）、ギイは「仕方がないな」というような表情で苦笑し、話が終わったであろう政貴はキョロキョロと人を探し出した。

    　誰を探しているんだろう。

    　ぼんやりとハンバーグを口に入れ………ぼく？！

    　バッチリ目が合ってしまっただけではなく、「いたっ！」とにっこり笑って歩いてくる政貴に、ぼくだけではなくギイまでもが驚いている。

    　スタスタとぼくが座っているテーブルまで来た政貴は、

    「葉山君、教えてほしいことがあるんだけど、今夜９時に３００号室に来てくれないかな？」

    　と、お願いのような決定事項を伝えた。

    　ハンバーグを飲み下し、

    「３００号室に？」

    「うん、そう」

    　確認する。

    「用事はないからいいけど………でも、どうして３０………」

    「あー、よかった！、じゃあ、あとで」

    　ぼくの返事を聞くやいなや、あっという間に政貴は食堂から出て行った。

    　でも、なぜ、３階？

    　呆然と見送るぼくの目の端に、肩を窄めて小さく笑うギイが映った。

    

    

    　全ての事柄を終わらせ、９時ぴったりに３００号室のドアをノックすると、「よっ」とギイが出迎えてくれ、既に部屋の中にいた政貴が「こんばんは」と手を振った。

    「で、なんでここなんだよ、政貴」

    「たまには、バニラマカダミアンが飲みたくてね」

    「なんだ、そりゃ」

    　と文句を言いつつ、目が笑っているギイ。

    　本当は公明正大な口実なんだろうな。いい友人に恵まれてると思うよ。

    　注文の品を作っている間に、話を始めててくれと言われ、

    「それで、野沢君、聞きたいことって？」

    　と、政貴に問いかけた。

    「聞きたいことというか、コツを知りたいんだけどね」

    　ぼくに向き直り、政貴が答える。

    「聴音のコツを教えてほしいんだ」

    「コツって、えっと、どの辺り………？」

    　楽譜の書き方なのか、リズムの取り方なのか、音の区別なのか。

    　ぼくの場合、自然に身に付いたものだから、政貴がどの部分を指しているのかいまいちわからない。

    「俺の場合、楽譜は書ける。でも、始まる音がわからない。だからドから始まってると思って楽譜を書くと、実はレから始まっていたってのがあって、困ってるんだ」

    　あぁ、なるほど、音の区別ね。

    「前に聞いたけど、クラリネットってB♭（ベー）がドだったっけ？」

    「そう」

    「それで、受験するトロンボーンがＣ（ツェー）なんだよね。ぼくからしたら、切り替えがよくできるなぁって思うよ。こんがらがっちゃう」

    「そうなのかな。あまり考えずに運指しているから、あまりわからないんだよ」

    　確かにポジションさえ覚えれば、音が不安定でもその音が出るもんね。こういう場合、どういう練習すればいいのかなぁ。

    　ギイがバニラマカダミアの入ったカップを置き、ぼくの隣に座った。

    「ありがとう」

    　と一口飲んで思い出す。

    　あっ、そうだ！

    「あのさ、子供の頃、教室で必ずやってたことなんだけど、ソルフェージュって知ってる？」

    「聞いたことはあるけど、詳しくは………」

    　あまり聞きなれない言葉に、政貴が首をひねる。

    「音楽教室のコマーシャルで『ドレミファソーラファ　ミッレッドー』って子供達が歌ってるのあるだろ？あれが、そう。音そのものと音階を頭に叩き込むんだ。簡単な曲でいいからピアノを弾きながらその音を歌って覚える。最終的には、楽譜を見ただけで音が拾えるようになる」

    　音楽の基礎の基礎。

    　これをやって、ぼくも絶対音感を養ったんだ。

    「そうか。ソルフェージュか。それって教則本とか売ってる？」

    「売ってるよ」

    「よしっ！それで勉強しよう」

    　政貴の花が咲いたような笑顔に、少しお手伝いができたぼくも嬉しくなってしまう。

    　傍でぼく達の話を聞いていたギイが、

    「なぁ、ソルフェージュとリトミックとどう違うんだ？」

    　と、素朴な疑問を言った。

    「単純に言えばソルフェージュは譜読みの訓練で、リトミックは譜読みプラスリズム。歌いながら手拍子や足踏みするのがリトミック。子供向けの教室とかあるよね」

    「そういう違いだったのか」

    　ふむふむとギイは頷くと、

    「じゃあ、オレはリトミック教室に行ったほうがいいのかな」

    　とぼく達の腹筋を崩壊させた。

    

    

    「ありがとう、葉山君。週末にでも教則本買ってくるよ」

    「あ、ぼく付き合おうか？買いたい楽譜もあるし」

    「本当に？じゃあ、また追って時間を連絡するよ」

    　消灯十五分前の放送が流れ、ぼく達は揃って立ち上がりドアに向かう。

    すると、一緒に退室しようとしていたぼくを、政貴はギイに押しやって、

    「ギイ、コーヒーごちそうさま。葉山君、三洲君には言っておくから」

    「え、ちょっと………」

    「二人とも、お休み」

    　と、口を挟む暇さえなく、さっさと出て行った。

    「政貴のやつ、元から、こういうつもりだったか」

    　苦笑しながら、ギイが鍵を閉める。

    「ギイ？」

    　そのまま、部屋の電気も消えた。

    「どうする、託生？部屋に帰る？」

    　ドアとギイの間に挟まれ、身動き一つできない。部屋に帰れない。

    「ギイ………」

    「帰す気はないけどな、託生………」

    　くるりと反転させられ、唇にギイの熱を感じたぼくは目を閉じた。

    　背中に回された腕が、ぼくとドアの間に隙間を作る。

    「愛してる」

    「ぼくも………」

    　繰り返される甘いキスに、頭の中が白くにごってくる。二人の鼓動（リズム）が激しく鳴り響き、どちらの物なのかわからなくなってしまった。

    「泊まっていくよな」

    「………うん」

    　そのまま抱き上げられ、ベッドにゆっくり下ろされた。

    

    「今夜は、オレだけの為に歌って………」

    

    　囁きを耳に吹きかけ、ギイの熱い手がぼくを暴いていく。

    　二人の夜は、始まったばかり。

    

    

    

    あまりラブラブじゃないですね；

    実は、私も絶対音感持ってまして（20年程エレクトーンやってましたから）、ついでにトロンボーン（Ｃ管）もやってまして、Ｃ管以外の楽器の音階を聴くと、どうしてもドレミファソラシドじゃなくて、シドレミファソラシみたいに聴こえちゃうんですよ。

    だから、野沢君みたいに楽器を交代すると、無茶苦茶こんがらがるんじゃないかなぁと思って、自分を納得させるために書きました。

    同じく絶対音感持っててトランペット（B♭管）をやっていた妹に聞いてみたところ、「そうでもないよ」とのことでしたが；

    (2010.9.24)

    

    追記

    よくよく考えてみたら、原作にソルフェージュという言葉出てたなぁと思い出しました（汗）

    以前に書いたものを手直ししたものだし、訓練（？）方法も何種類かあるんで、このまま置いておきます。

    (2010.9.25)
  


  Before It's Gone Too Far(2010.10)


  
    　『秋モード突入の弁当を皆で試食する』

    　そんな名目で屋上に集まった中には、託生がいた。

    　いや同伴者一名のルールに、章三が託生を連れてくることは承知の上だ。

    　しかし、物言いたげな託生の視線を感じつつ、完璧なポーカーフェイスを被り、友人達との会話を楽しむ振りをする。

    　………オレを見ている間は、託生の心がオレだけになっているのを、心の内で喜びながら。

    

    

    「すまん、遅れた」

    「いや、急な事だったから、かまわない」

    　５時限目終了後、「………放課後、10分空けてくれ。屋上な」と有無を言わさぬ章三の言葉に、オレは用事をそこそこに屋上に来ていた。

    　グラウンドの横の通路には、まだまばらに数人の生徒達が寮に向かっている。

    　章三は内ポケットから何かを取り出し、

    「ほら」

    　と、オレに寄越した。

    　その紙片を見て、眉が潜む。

    「………またか」

    「そう、今朝、朝食時に渡されたんだとさ。知らない１年に」

    　第三者的な言いように、疑問が浮かぶ。

    「章三が取り締まったわけじゃないのか？」

    「………葉山だよ」

    「託生？」

    「ギイに、渡しといてくれって」

    　昼食会の時に、渡せば早かったというものを。

    　柵にもたれかけ、意味深に続けた言葉にオレは視線を反らした。

    　そんなオレを見て、章三は一つ大きな溜息をつき、

    「あのな、葉山が甘いのをいいことに、振り回すなよ」

    「………何か、聞いたのか？」

    「聞いてない。原因の見当は薄々ついてるがな、お前は、葉山に甘えすぎだ」

    「………………」

    「葉山が、僕やギイみたいに言われたことを額面どおり受け取らず、裏を考えて対処する人間じゃないのを知っているだろ？ギイが何を言ったのかは知らないが、どうせ葉山に理不尽な事を言ったに違いない」

    　そうだな。

    　オレに会えて嬉しいと全身で物語っていた託生を、受け入れたように見せかけ突き放した。そして、今日もわざと託生の視線を無視し、託生の心を振り回した。

    　あまりに的確な章三の指摘に、返す言葉が見つからない。

    「なにを焦ってるんだ、ギイは？」

    「焦ってるように、見えるか？」

    「あぁ、見える。まるで………二年前に戻ったかのようにな」

    　章三の言葉に唇を噛む。

    「葉山が口下手なのは、お前がよく知ってるんじゃないのか？それとも何か。なんでもかんでも今日一日あったことを話せ、なんて言ってるんじゃないだろうな？ギイの独占欲が生半可なもんじゃないのは知ってるが、行き過ぎると相手には重荷になるぞ」

    「………わかってるさ」

    　わかってはいるけれど、渡辺綱大の事はショックだったんだよ。

    　まだオレは、あいつの兄貴を越えられない。超えているつもりだったのに、それが独りよがりの思い込みだったのに気づいて呆然としてしまったんだよ。

    　託生の一番近くにいると思っていたのに、そうではない事実に………。

    　オレの焦燥しきった顔を見て、

    「とにかく、葉山と話をしろ。今日は温室にいると言っていたからな」

    　僕の話はそれだけだと、章三は片手を挙げドアの向こうに消えていった。

    　内ポケットから煙草とライターを取り出し、火をつけた。深く紫煙を吸い、白煙を目で追いながら心を落ち着かせる。

    

    

    　なぁ、託生。

    　どうしたら、お前の一番になれる？

    　あの時、兄貴がライバルだと言ったが、もしかしたら、オレこそがライバルなんて位置に着いていないのかもしれない。

    　でも、二度と離せないんだ。

    　お前の温もりをこの手で知ってしまったときから、オレはお前を手放すことなどできやしない。

    　短くなった煙草をもみ消し、これからのスケジュールを頭に浮かべ、全てをキャンセルする為に計算する。

    　一刻も早く、託生をこの腕に抱く為に………。

    

    

    

    

    原作を読んでいるときに、たまに頭の中で繋がらないときがありまして；

    正直に言うと、３年夏休み編からちょくちょくありまして、そんなとき自分用に補完するんです。

    で、これが、それでして。

    『誘惑』の昼食会のその後です。

    ってか、自分が理解する為なんで、基本テキストの中は会話だけなんですけどね；

    これが、補完になるのかどうかは、本当の所わかりません。

    タイトルはT-Squareより。話と違って、軽い曲ですけど（笑）

    (2010.10.4)
  


  体育祭の一幕(2010.10)


  
    　パン！！

    　係員が鳴らしたピストルの音を合図に、一斉にスタートを切った借り物競争3年生の部2レース目。

    「やっぱりギイ、速いね」

    「まぁ、あいつは元々短距離走向きだからな」

    　またもや、出席番号なんて無視して隣に座っている章三が応える。

    「でも、なんで借り物競争なんかに出てるんだろう？」

    「聞いた話では、パン食い競争に立候補して最終決戦まで残ったものの、最後に矢倉にじゃんけんで負けたんだと。1人3種目のルールだからな。その時点で借り物競争しか残っていなかったから決まったらしいぞ」

    　なるほど。食べ盛りの男子高校生には、例えそれがあんパン一個でも、熾烈な戦いになったのだろうと予想は付く。それがギイとなれば、無理もない。

    　ギイが、ボックスの中からいち早く指令の紙を取り出した。

    　そして。

    「え？」

    「お？」

    　クルリとこちらを見たとたん、一直線に走ってくる。

    「あ………赤池君。他の誰か………だよね？」

    「僕には、葉山がロックオンされているようにしか見えないが」

    「嘘？！」

    　咄嗟に逃げ出そうと立ったとたん。

    「託生！！」

    　ギイの声と手に、捕まってしまった。

    「なになになになに？」

    　助けを求めるように章三を振り返ったものの、ニヤニヤと笑うだけで役に立ちそうにない。他のクラスメイトでさえも、ぼくを助ける気は皆無だった。

    「託生、この紙持って」

    「はい？」

    　反射的に紙を受け取ったと同時に、ぼくの足が宙に浮き、引力に負けた頭が地面に着きそうになる。

    「うわあぁぁぁぁぁぁぁ！！！！」

    「暴れるなよ、落ちるぞ！」

    　の声と共に、ギイが走り出した。とたん、歓声が高くなる。

    　なんと、ぼくは荷物よろしくギイの肩に担がれてしまったのだ。

    　両足をギイに固定され、ギイの背中にダランと垂れたぼくの上半身。地面を蹴る振動が肩まで伝わり（当たり前）、ぼくの体も上下に飛ぶ。

    「ギイ、下ろして！！下ろせーーーーっ！！」

    「落ちるぞ！！！」

    　ぼくの体重を物ともせず全速力で走るギイに、「いいぞ、ギイ！！」の声援もあれば、「葉山、暴れろ！３-Ｂの足を引っ張れ！！」のヤジも飛ぶ。

    　暴れたくても、怖くて暴れられないじゃないか！

    　目を瞑って必死に耐えていたぼくの耳にゴールのピストルが聞こえ、ギイの速度が緩まった。恐る恐る目を開けると、ゆっくり地面が近づきぼくの足が下ろされた。

    「託生？」

    　足に力を入れてみるもガクガクして立てず、そのまま尻餅をついて座り込む。

    「託生、紙」

    　言われて手の中でグシャグシャになった紙をギイに渡すと、そのまま係員が確認し、腕で大きく「丸」を作り本部へ合図を送った。

    「1位、３－Ｂ！！」

    　大きくなる、歓声。

    「よっし！！」

    　拳を上げるギイを力なく見上げるぼく。一体、紙に何を書いていたのだろう。

    「託生、立てるか？」

    「うん、なんとか………って、借り物競争の指示はなんだったんだい？」

    「『隣のクラスの副級長を持ってこい』」

    「は？」

    　ギイが持っている紙を奪い確認する。

    　『連れてこい』じゃなくて『持ってこい』だって？誰だよ、こんな事考えたのは？！

    「だったら、Ｃ組じゃなくてＡ組でもよかっただろ？！」

    「あのな、Ａ組の副級長、誰かわかってて言ってるのか？」

    　ん？

    　A組の副級長は………駒澤君並に体格がよかったかも。

    「だから、託生しかいなかったんだよ」

    「でもね、頭に血が上るし、振動が怖かったんだよ！」

    「………お姫様抱っこの方がよかったか？」

    「全然よくない！！」

    　こんな全校生徒の前でお姫様抱っこなんて、冗談じゃない！

    「協力してもらったお礼に、部屋でコーヒーご馳走するからな」

    「………ポーションじゃなくミルク入りね」

    「了解」

    　なんとなく癪に障るけど。まだ体もフラフラするけど。ギイの機嫌良さそうな顔を見ていたら、どうでもよくなってしまった。

    「じゃあ、あとでな」

    「うん」

    　クラス席に戻ったぼくを待っていたのは、「裏切り者！」と叫んでいるクラスメイトと面白そうに眺めている章三の視線だった。

    　文句を言うなら、最初から助けろよ！

    　ぼくが爆発したのは、言うまでもない。

    

    

    

    いえ、ベランダからジャージ姿の学生を見て、運動会シーズンだなぁと思ったら、ギイが託生くんを担いでるのが浮かびまして；

    それだけです。はい。

    (2010.10.19)
  


  階段長の秘密会談(2010.10)


  
    　毎週恒例の階段長会議。

    　ギイの機嫌もそこそこの今夜は、俺こと矢倉、ギイ、吉沢、野沢、赤池のベーシックメンバーで開催されていた。

    「そういえば、ギイ、明日の土曜日、麓のドラッグストアで、ローションティッシュが特売だって」

    　温室手前のベンチに腰掛け、野沢が隣に座るギイに話しかけた。

    「どうする？」

    「うーん、他の日用品の買い置きもしておきたいから、自分で行くよ。サンキュ、政貴」

    　そして。

    「吉沢は？確か、弓道部、試合前の練習だよね？」

    「あ………野沢君、頼んでいいかい？」

    「いいよ。どうせ駒澤が荷物持ちについてくるし」

    「政貴、それは荷物持ちじゃなくて、デートだろ？」

    「そうとも言う。吉沢、１箱？２箱？」

    「１箱で」

    　ギイの突込みを軽く流し、野沢は吉沢から千円札一枚を受け取った。

    　当たり前のようなやり取りに、素朴な疑問。

    「お前ら、ティッシュに拘りがあるのか？」

    「柔らかいからね」

    　と、微笑む野沢。

    「てか、ギイも、それ使ってるのか？５箱198円のティッシュ探してたケチケチの男が？」

    「柔らかいからな」

    　今更何を言う？と顔に書いたギイ。

    「吉沢も？」

    「うん」

    　二人に同意し、何故か真っ赤になる吉沢。

    　む、もしかしてローションティッシュを使わない俺が、時流に乗っていないのか？

    　胸に手を当てて考えてみる。そして、ハッとして、赤池を振り返った。

    「もしかして、赤池もそうなのか？！」

    「僕は、普通のティッシュだよ」

    「と言いつつ、実家ではローションティッシュ使ってるだろ？」

    　赤池はうーんと嫌そうに応え、「んなわけないだろ？！」ギイを睨んだ。

    　いったい、何なんだこいつら。

    「矢倉、珍しく鈍いなぁ」

    「ギイ先生、俺にもわかりやすく説明してくれ」

    「肌に優しいのが一番だってことだよ」

    　ニヤニヤと笑うギイ、仏様のような微笑を浮かべた野沢、耳まで真っ赤になった吉沢。

    　三人の顔を順番に見て………やっと読めてきた。

    　あー、鼻をかむ用じゃなくて、あっち用だな。

    　ギイと吉沢は最愛の恋人の為の気遣いだろうが、野沢は………。

    　まじまじと見詰めてしまった俺の視線に、

    「俺、痛いの嫌いだから」

    　野沢は、にっこり微笑んだ。

    　………そうだ。こいつは、こういう奴だった。駒澤も苦労するなぁ。

    「それで、矢倉も買う？」

    「頼んでいいか？」

    「もちろん」

    　たかが、ティッシュ。されど、ティッシュ。

    　そうだよな。八津も柔らかい方がいいよな。

    　財布から千円札を出して「よろしく」と、野沢に渡した。

    　あー、恋人との付き合いの長い分、こいつら色々と勉強しているなぁ。後で、ギイにジェルの種類、こっそり教えてもらうことにするか。

    

    

    

    　俺達階段長4人がローションティッシュを使っているという噂は、瞬く間に祠堂中を駆け巡り、生徒達の要望を受けて購買部が取り扱いを始めたのはそれからまもなくの事。

    　わざわざ麓まで降りなくとも買えるようになったのは有難いが、やっぱり消費量が半端ない俺達は、野沢の特売情報を心待ちにしている。

    

    

    

    

    ティッシュがなくなりクローゼットからストックを出した事から始まりました。

    ふと305号室のティッシュの消費量が気になり、やっぱり買ってくるのはギイだろうな。ん？5箱1セットを麓から買ってくるのか？でもティッシュって何度も使うと痛いよな………って事は、鼻セ●ブ？

    とグルグルしていたら、野沢君が「当たり前だよ」と微笑み、こうなりました。

    自分の頭ん中を考えると、何故か、すごく哀しくなりました。

    (2010.10.29)
  


  Arcadia(2010.10)


  
    　カーテンの向こう側が白み始めたのに気付き、ベッドから起き上がった。

    　手探りでベッドサイドのスタンドを付け、外していた腕時計を覗き込むと、時刻は午前5時半。

    　時間の経つ早さを忌々しく思いながら、隣で丸くなっている託生を見やる。

    　昨晩、久しぶりの逢瀬に手加減など出来なかったオレの全てを受け止めた託生は、最後に悲鳴のような声を残し意識を手放した。

    　くたりとベッドに沈んだ体を目の当たりにして、ようやく理性が戻ったオレは、己の余りに身勝手な振る舞いに唇を噛んだ。

    「ごめんな」

    　呟いて、少し乱れている黒髪に右手を伸ばす。指の間から流れ落ちるような髪を何度も梳くと、託生が少し身動ぎした。

    　疲れを滲ませる顔色に、もう少し寝かせてやりたいとは思うのだが、これ以上遅くなると誰かに見つかる恐れが出てくる。

    　額にかかる前髪をかき上げ、そっと呼びかけた。

    「託生………託生、そろそろ起きないか？」

    「う………ん………ギイ？」

    　目を擦る手を外して「おはよう」と目尻にキスすると、託生はくすぐったそうに身をよじり、素直にオレの腕に支えられて上体を起こし、すっぽりとオレの胸に収まった。

    　一連の行動がベッド横の壁に映り、二人の影が一つに重なるのを目にして、その事実が愛しくなる。

    「ギイに起こしてもらうのって、久しぶりだね」

    　ふと、腕の中でぼんやりとしていた託生が、遠くを見るような眼差しで呟いた。

    　最初に目に映るものがオレであってほしいとの願いから『恋人の特権』を口実に強引に押し通し、当たり前のように毎日オレの声で目を覚ましていた託生。

    　遠い昔話をするような切なさと寂しさが交差した声に、やるせない想いが胸の中を過ぎる。

    　日ごろ、友人以上の付き合いはないように見せかけた無理矢理な設定に託生を巻き込み、「付き合っていない」と口に出すたび傷付くお互いの心。

    　どんな嘘でもすらすらと言えるのに、託生との関係を否定する事だけは理性を押し殺さないと言えはしない。

    　どれだけの負担を託生にかけているのか。そして、そんな自分勝手なオレを許してくれる託生に、どれだけ慰められているか………。

    「オレがどんなに声かけても、なかなか起きなかったんだよなぁ」

    　罪悪感と自己嫌悪に沈みそうになった自分の気持ちを隠し、少しでも託生の心が軽くなるようにと茶化して声をかければ、

    「あの時は、ごめんって」

    　バツの悪そうな顔をして託生は頬を染め、上目遣いにオレを睨んだ。

    　瞬時、子供のような表情に浮かび上がる、妖艶な瞳。

    　天然な恋人の仕草にくらりと眩暈を感じつつ、昨晩、抱き潰したに等しい状態にまで託生を追い込んで苦く後悔したのを忘れたかのように、もう渇望している自分に苦笑した。

    　窓の外から聞こえる小鳥の鳴き声が残りわずかな時間を告げ、託生に気付かれない様に密かに溜息を吐く。

    「それより、託生………もう一度してもいいって？」

    「えっ………？」

    　今更ながら、託生はシーツを素肌に巻いただけの自分の格好に気付き、「うわっ」と色気のない悲鳴を上げ、オレは声を上げて笑った。

    　そうでもしなければ、胸の中に渦巻く衝動を抑え切れそうにない。

    「シャワー、浴びてこいよ」

    　オレのシャツを羽織らせ、自制心を総動員し託生をバスルームに送り出した。

    　ドアの向こうから響く水音を聞きながらカーテンと窓を開け、煙草に火を灯し紫煙を吐く。冷やりとした空気が部屋の中を一掃し、甘い時間の終わりを告げた。

    

    

    　どれだけお前を求めれば、オレは満足できるのだろう。

    　………いや、多分オレは死ぬまで満足する事はないのかもしれない。

    　たとえお前がオレの想いを疎ましく感じ離れようとしても、オレは絶対逃がすことはできやしない。

    　オレのArcadiaは、お前だけにあるのだから。

    

    

    

    

    3年生版、朝の風景というところでしょうか。

    アダルティを目指したのですが、やっぱり目標は高すぎたようです（汗）

    タイトルは、T-SQUAREの一番好きな曲から。

    (2010.10.30)
  


  You are my sunshine(2011.1)


  
    「葉山」

    　声と共に机に滑らされたメモ。

    　ギイ………。

    　とたん、ぼくの頬が熱くなる。

    　かれこれ二週間も、二人きりで会うことができなかったのだ。

    「ありがとう、赤池君」

    　そのままどっかりと前の席に座った章三に礼を言うと、力なく片手を挙げた。

    「赤池君、なんだか疲れているように見えるけど………」

    　言うなり、章三はジロリとぼくを睨んだ。

    　うわ、目が据わってる。なにか、ぼく失敗したっけ。

    「………葉山」

    「はい？！」

    「ヤツは生徒全員が学院生活を円滑に送るために、必要不可欠な能力を持っているんだ」

    「ギイのこと？」

    「しかし、その能力が使えないときがある」

    「それは………」

    「太陽が足りないからエネルギー不足だ、だからよろしく。あいつはソーラー発電か？！」

    「えっと、すみません」

    　ギイに代わって、ぼくが謝ります。

    　反射的に謝って、でも章三のセリフに「はて？」と考える。太陽？ソーラー発電？いったい、なんの話？

    「あいつが使えないとこっちが困ることを承知の上で、言ってきやがる。まったくもって確信犯だ。だいたいな、ただの友人なら部屋を訪ねるくらい普通にできるだろうが」

    　そうは言われましても、それがなかなか。

    「葉山！」

    「はい！」

    「ビタミンだとか太陽だとか、そんなこと僕には関係ない。エネルギー不足なら自分で動けとヤツに言っておけ」

    「わかりました」

    　ギイのことで怒られるのは腑に落ちないけれど、章三に迷惑をかけているのはぼくも一緒なので、おとなしく拝聴しておく。

    「それから」

    　キーンコーンカーンコーン♪

    　直後に鳴ったチャイムが、救いの鐘に聞こえたのは言うまでもない。

    

    

    「ギイ、赤池君怒ってたよ」

    「怒らせるようなこと言ったつもりはないけどな」

    「うそばっかり」

    　ギイの腕の中。髪を梳く優しい指に、うっとりと目を閉じる。その気持ちよさが、ぼくの体の中に残る嵐の余韻を呼び覚ましそうで、

    「そういえば、ソーラー発電ってなに？」

    　疑問に思ったことを聞いてみた。

    「なにって、太陽光をソーラーパネルで吸収して」

    「そのくらいは、知ってるよ。赤池君が『あいつはソーラー発電か！』って怒ってたから」

    「章三のやつ」

    　クスクス笑う吐息が頬にかかって、くすぐったい。

    「託生はオレの太陽だってことだよ」

    「なに、それ？」

    　意図を持った指が、髪から背中を滑り落ちてくる。

    「そんなことより、託生。もう一回、充電させて？」

    　口唇に直接注ぎ込まれた言葉を飲み込んで、まだ汗ばむギイの背中に腕を廻した。

    　白く霞む意識の中で、ぼんやりと思う。

    　ぼくが君の太陽なら、君はぼくの空だよ。

    　朝も昼も夜も、見上げればいつでも広がる包み込むような空。

    

    

    

    

    ツイッターでつぶやきを見かけた方には、「あぁ、あれか」と思われると思うのですが。

    ギイのエネルギー＝託生くん＝太陽＝ソーラー発電。

    連想ゲームのような思考で繋がって、結局こういう話になりました。

    ものっすごく短いですけど、まぁ、ひとつの脳内妄想ってことで(^-^)ゝ

    (2011.1.12)
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